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「人民の意志」党の革命理論

一一資料と解説一一

日次

序

資料

〔じ党の基本的主張

1 i社会主義者と政府」
2 i党の任務」

3 i革命に立なげる人民大衆ぴノ望ましし¥投書ijJ

4 i政治革命と経静問題」

(n) 党色〕踊槙

5 i事実行委員会締領J

6 i党の準錆工作J
7 iく人民の意志>党労動者党員綱領J

8 i寧=革命組議綱領J

(1) その抱

9 il日間志への去開状!

10 i一社会主義者め政治的書事J

11 i執行委員会のアレケサγ 1':JL三世究む書強j

解説

序

鳥山 成 ノ¥

ナ♂ードニキの革命運動にはごうの山がある。そむ一つは，宣伝と煽識によって人民蜂

起の診で、革命を実現しようとした 1873年から翌年にかけての「人民の中へBHapoむの

運動の時期である。もう一つは， 1878年 1月2381) (Dヴェラ・ザス 9チ Bepa3acy JIlPI 

の警謀総監トレポブ TperrOB暗殺事件に始まる数年間の政治的テロ全盛の持期でibる。

後者は読者の失致による人民=農民蜂起り革命方式に対する幻誠とその後の政蔚の苛酷左

弾圧が括来したもむであるが， とむ政治的テロの時期に，第二次「土地と自由 3ml.TH11 

BO.THJ党が 1879年夏の党大会む後分裂する。とればとのテロ政策の可否をめぐる党内

の意見C対立がその極限に達したた占うであるが，乙の結果は，従来党の機関誌「土地と自

由jに拠って社会経辞革命，特に農民による土地革命c優先的た必要を主張していたプレ

ハノフ ILmxaHoBなどの党主流が今や少数君主とf;j:1) ， とれに対して，政治的テロをも有

力左手段とする政治革命c経済革命に対して覆先すべきことを主張していたエヌ・ブ-. 

モログプ H.A. :MOp030Rなどの弁まが多数援と怠って，新に「人民の意志 HapO)I，HaJr

1) 本稿での日付は特にことわちない隈り，すべてi日ロシア震による。
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Bu.lIJIJ党が結成されるととに怠る。そして，プレハノブが中心に怠って新に組議された

「黒土再分害~ qepHhl註耳epeAe.JIJ党に対して，との「人民む意志J党の，政治革命を経
務革命に優先させ，政治的テロを是認する革命運動と革命理論が， その後少くとも 1881

年 3見18の「人民の意志j党によるアレグサンドル二世暗殺の持まで，ロシアの革命運

動と革命思想の主流を形成する。従.って「人員の意志j党の革命理論を知るとと辻，ナロ

ードニキC革命運動，特にテロリズムの段踏に長けるそれを朗かにする土に不可欠の重要

性をもっている。

本稿辻，とのような観点から r人民の意志」党の革命理論を具体的に知るためむ素材

として，乙の党の機関誌「人民の意志」にのった諸論文や党の締領その抱むうちから特に

重要と志われる若干のものを選択して紹介しようとするものであるが 1)ヘ資料の紹介に

入るに先立って予(D， 乙れらの資料を採録したベー・パジレプスキー B. Ba3H.lJeBCRH員

編の資料葉「人員の意志党文献.I1HTepaTypanapTHII HopO;1;HO註 BO.JIH3りの内容につい

て簡単左説明を行つてなきたい。

「人民の意志党文献」段全体が西部に分れて~6- b ， 第一部が「定期刊行物j で雑誌「人

民の意志」を始あ党の機関誌類，第二部が「文書Jで党の綱領の類，第三部が「宣言Jで

執行委員会を始め党の各薮機関の出した宣言の類，第西部が「資料jでマノレグス註どに宛

てた執行委員会の書事者と有力友党員の遺言書を収めている。巻末の目次を含めて全休で

978ベージの大冊であるが r人民の意志J党関係の茎礎資料が全部とれに網羅されてい
るわけで辻危い。編集者自身ととわっているようにへ との資料集の編集の時までに編集

者の手に入って収録されたもむの砲，どの部門についても，若干の入手不能な資料が存在

して治担へ その入手方について編集者は読者の協力を要請している。叉編集者が友んち

かの理由で一ーその理由が必宇しも窃かで泣い場合もあるが一ーとの資料集から意識的に

省いている資料も怠る。

量的認との資料集の大半を占めている第一言s即ち定期刊行物心部では，一番重要友党の

機関誌「人民の意志Jは 1879年 10月 1日付の第 1号以下全 12号 (10ffiJ6)りが収録

1) r人民の意思j党はアレグサシドノレ二世暗殺産後に大弾圧を受けてその活動が援わなくなり，
これと共にその革命理論にも弐第:ニ政治的テロ=政治革命擾先の方式から再度人民隆起による革
命の方式へと変化がみられるようになるが，ここではテロ Fズムの段障におけるこの党の革命理
論を知をことが主な目的なので，持期時にはこの暗殺事件までの資料に重点がおかれるo

2) r人民の意志j党関係の資料の他に，特に「黒土再分割j党の「人民の意志」党批特論文を一つ
加えた〈資料 IX)が，これは参考のためのものである。
め これは「ロシア麗史叢書 PyccKaHHCTopH~eCKaH 6H6AHOT四 aJの第六集として 1905年にパヲ
で出版されており，ベ{・パジレアスキー編の集録「ロシアの民事犯l'ocy政 pCTBe盟国 IIP民Ty-
IIAellIHf B POCCHH Jの第二の附録とし、う副題がついている。〈以下この資料集を JIHTepR1'ypaIT. 
H. B.又は単に丘町epRTypaあるいは瓦冨1'.と自存する〉

4) JIIITepaTypa， II. H. B.の茅文家司君。

5) これは，その大部分がロシア国内の「人民のエエ一吉j党の地下印問所で司擁されて琉毒された非
合法文献であったことによることはし、うまでもない。

6) 1号〈発行Bf寸1879年10J3 1日;印尉日付 10月4B)， 2号 (10月*1B;11月20日).3号
(1880年 1月1自;1 J3弘前.4号 (12月5日 12J3 24 B)， 5号 (1881年2月5B; 2月24
B). 6号(10Jj 23 B; 10 J3 23日).7号 (12月23B; 12 J3 23日)， 8-9号 (1882年2月5B;
3J39日)， 10号 (1884年9JI ; 9 JI 30 13). 11-12号 (1885年目見 12月213) 
7) r人民の意志Jの編集者は，ア νクサシ γノレ二世暗殺事件まで即ち 5号までがエヌ・ア{・モ
ロゾフH.A.望。p030Bとエヲ・アー・ティホミロフ JI.A. THXOMHpOB で，ぞれ以後はゲ~ . 
アー・ロパティシ r.A. .T[OIIRTHHなどで奉ったと推定されている。
受 r11月jの誤りかと患われる。なお JIHTepaTypaIT. H. B.には，この撞の数字の誤りや活字の
誤績がかなりあるが，これが最初からあったものか， JIHTepaTypaに収められる際に生じたもの
かはわからなレ。
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されているが，党の地下郎罪判Jが宮憲に襲われてとの了人民の意志」の発行が中継し?と心

待にその代ちに出されを「人民の芳、志ふ新開 Jfl1eTOK豆OPO)l，HO註 Bo.'Iu2~と，特に労偉

者党員を対象に出された雑誌「労動者新聞 Pa60tIaal'aseTa3) J yC ~土欠号があり，又スイ
スで、発行されてい吃「人民の者志j党系の「故国にて HaPO)l，HHe~ と{人民の烹志返報

BeeTHUK HapO，ll;Hoti BOJHl4) j 士，入手が比較的容易で、あったためか，全く捺かれてい

て， 1望号、に後者の発行声明が収められているあだけであるへ次に第二部では， r労働者戦
留部隊規定 Ye'l'aB6oeno主立阿部lIHh1pa601111X_J 左どの若干の重要資料が入手不能で、彰
司?と?とめ載せられていたいわ。 第三郊でもブレグサンドノL二世話殺事件に関する声明友ど

が欠けている。更に第四部で、は，ことにi認められているのは当時未発表の重要左ものだけ

で，そり出の書掲や思想起で耳元になんらかの形で発表されていたものほ重要注ものでも除

かれているへ従って「人民の烹志党支款jは決して完全な資料集ではない。しかし機関

雑誌ー人民の意志J全 10flltを始め主要左縞領・宣言左ど主左資料は大手がとれに収録さ

れているので，差当じこれだ汁売込ら顎介すべき材料主選択するとしても，それによって

f人民グ〉意志J党の革命王室諸について重大在誤解を生むようた印象を与えるととば避けら
れると忠われる9

1) r人民の意志J党の地下印副所はこの党の存続惑問中転々としてト回以上移転しているが， ー
の移転は大部分，印副所が政府宮憲:二発足され，鼓壊されたことによるものであった。

2) r人民の意志小訪露」に関する記述は文款によって多少づっ違い，部分的に桔互に矛盾し，叉
時に明かに事実と相違している。(l~o.1blllaJl COsCTCKaH ::1UII，nK.lOUe.ll.IlH第2版のくHapo.ll.凶5

BO.IIH>の工頁百;瓦luge，E. E.， Die russische revolutionむePresse in der zweiten豆afte
des neunzehnten Jahrhunderts， 1948， S. 111; Mavor， J.， An Economic History of 

Ruぉia，v. n， 1914， p. 111， n. 5; Bienstock， J.-W.， Histoire du mouvement revolution-
naire en Russie， t. 1， 1920， p. 229などを比較参照)このためこの雑誌の正確な発行回数や発

行年月自はわからないが， .1IlTe}JaTypa ゴえめられているのは， PeBo.;1101~ 1l 0HmìH XpOHlIK九という

話題のものが，第1巻第1号(発行日付 1880年6月1日;印明呂付なし). 2号伊丹 20B)， 3 

号 (9月20日)，第2巻第1号 (1881年7月22日 8月2日〉の 4冊， COII，1泊五hUO-peBO.II IOII，HOllU情

。6mpeuueとし、う副題のものが第1号(発行Bfずなし宅問E付 1883年7丹20日〉及びその附録
(末尾欠〉と 2号 (1883年10月26B)の2時である。

3) r労働者新開jは1880年末，月刊を立龍として発刊されたが，約一年間全部で6冊しか出なか
ったっ立wrepaTypaに収められているのは，第l巻第1号 (1880年 12月15B発行)及びその附

録と第2号 (1881年2月5日〉の 2時だけである。

4) 前者-は 1882年と翌苧の罰に 3時，後者は 1883-1886(87 ?)年の間に 5司自た。
5) Jhn・， CTp. 862-66 

旬 以上の地， ~11ITeI)aTYIlâ ， II‘H. B.の各所の編集者の註や Bienstock，op. cit.， p. 229による

と， r人民の意志J党は「く人民の意志〉暦 E釘leU)l，aph(<Hall0.ll.uoil BO.IIIIリを出していたこと
がわかるが，これは [UTeIHtTYI況に収められておらず，その発行期時，司数，形式，内容は一切
オ〉からない。

7) .1HTe}lftηpa， CTp. 867の註を参環。

8) これらの他，この資料集の刊行後，特に第一革命後の比較的言論・出寂の自由であヮた一時期

と，十月革命後三十年代初頭までの間にさかんに出された， r人民の意志J党のそれを含むナロー
ドニキ運動関係の記録や回想起の類は，当黙のことながら.::LIlTぞ1l1iTYJ川 ll.H. B.の編集の対象

になっていない。

め なお耳琵Tepa可ipa11.耳.B.で欠けている資料にアレクサシド/レ二世:暗教事件以後のものが比

較的多しそれ以前について:土相対的に少いことも，この詰殺事件までのテ口ちズムの段陪に重

点i'i:>.:[31，、ているわれわれにとっで:土，資料的制約関する危棋を少くしてくれる点である。
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資料

E 党の基本的主張

「人民の意志」党の基本的主主主張は，党の機関誌、「人民の意志」の第1号と第2号。そ

れぞれC 巻頭論文「社会主義者と政府 COI1;na.iIIIC'l'bT If JIpaBIfTe~l{bCTBOJ と「党の任務

3a，J1;剖IfrrapTlIlIJ，第4号の「革命に老ける人民大衆の望ましい佼審i1Ae.lfaTe.'II1HaJI pOJU. 

Hapo.n;HblX nmcc B peBo~1no.u;HHJ. 第 5 号の「政治革命と経済問題 ITO.lIH'l'HIIeCrmJI.peno-

Zおn;HJIIf 3JWH01'IlfllecNIft-i BorrpocJなどから，その大要をうかがうことができる。以下

発表顕にとの四つc論文を詔介するが，最後のものは全支，抱¢三づもそれぞれほとんど

金支である。

資料 I 

社会主義者と政府1舟

ベテノしプルグ， 1879年 9丹20田

Delenda est Carthago3)! 

われわれは極めて困難友，しかし同時にそのあ b得ベき結果に照して積めて興味深い，

磨史的待点を生きたけれぜ友ち泣い。 .........4)

政府を先頭に現在指j慶全体が住民の如何なる部分の利益とも全く一致してい友いととを

声明しているとのよう志堅史的時点ぼ，政府にとってほ宿命¢時点であるが，すべての反

対党にとってほその政治的成熟，そむ実E28控，組問に奉仕するその能力の検査である。何
故たち，政府が孤立して立去れば3なる誼e'，その活動と人民の利益とιつだがちが明かでな

ければ主主い母e'，社会思想はそれだけより強〈科戟され.草命の必要性¢思葱はそれだけ

よりひろがるように怠るかち。者よそ大衆は不精で臆病である。彼等は荷よりも静穏を重

んやるので3ろって，彼等が未知の危険ts.未来よりも，最も悪いがしかし既に震れた現在を

よしとするととやめるのには，政府の側かちの多〈の努力が必要で、ある。

"一到るととろ，閤中に，批判が，よちよいととととのよりよいととの実現方法の探

索が，野の芽のように，なさえ難〈芽をH1し始占うている。との批判は小心であれ複難友

社会問題を解決する社会思想の能力ば限られているかもしれない。その代りに，自覚主うつ

つある大衆辻，どとに出口があち，どのようにしてそこに行くべきかを菩人ば知っている，

と大声で宣言している党詑，それだけ大きな期待をかけている。しかして，もし党がその

理想に長いて，そむ手段にヰむいて， r寺代の真の要求をとちえる能力をもっ左ちf;f，それば

一つめ力に怠るであろう。すべての社会的友不決断が党に解説を求めるよラにた争， λ民

がそのすべての課題を党の指導の下に解決するよラに在るからである。

政治的幻想は人民を破滅させる c が，それは党をも破滋させる。例えば，何故農民には，

1) .lJllT.， CTp. 3-11 
2) この筆者は H.A.モロゾフと推定されている。

3) rカノレダゴは亡ぼさざるべからずリ〈大カトー〉
4) <……〉は，特にことわちない援わ紹介者のもので，引用の省略を示す。
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[者やじさんニツアー lJ 6:11'10車 Ka-u;apI，Jに請願をとどけるととさえすれば，すべてが参

酌されまとめちれるであろろ，と豆、われるのか。何故コシェレブ1)氏は，ゼムストヴォか

ら諮問議会に代議員を召集しさえすれr.f，すべてはすちすちと進むであるラ，と考え忍の

か。そ([)理由段，荷:方とも幻想む中に生きている?ιちでまる。・……一政治信号幻想への傾き

がわがロシアのすべての社会的額向む特色である乙とは，残念左がら認めざるを得主主い。

例えtL74年の宣伝家2)ば語穎のため村から司王遣された農民に果して鉱ていないであろう

かじ彼が百姓のところに行きづけさえしたt:)，百姓のととろに行きγコくのをさまたげられ

さえし左かったム，その後段万事がすばらしいであろう，会百姓に話しさえすればいい，

伎はもうすべてを判断し，行うであろう。結果む現れ方ば完全に一様であ足。即ち ~γ

ァーリ=訟やじjが百姓そのもむを敷いたのと全く同様に残群に，百姓は立伝家の君主天的

危期待を欺く

何らかの将来性を自をする党な，何よりも，生活i亡対する厳格に現実民主関係、に基礎を

置かだければ左ちたい。最も楽天的主主理想は無益で、あるばかりでたく，者害である，それ

がその実現困難σ、故に生活そのものの中で現実化され得一丸抱方規模は劣るが可能i院のあ

Z生活にむける改善かちカと努力をそムす左ちな、。観念的にほ有益た行霊様式lの丘伝も実

践に沿いては極震に有害で、あり得乙，もしそれが現在でな全く考えちれ友いもので，抱方，

1Eにその 4観念性の故に，人民的危途からの最初c揮害の除去がそめ適用悲しには不可能在

行動様式を拒否する左ちI':f。行動ι党は具件前で実現可能で、，人民に直接役立つ自的を自

色に設定して，処与の時間に最も現実的左手段を選択しなければ左ちたい。

最も重要注，純粋に実践的左現在の問題む一つほ詞家関係の問題のようにわれわれには

思われるD 無政府主義的開向ほわれわれわ注意をとの重要だ問題芳、ち永い閉そらLて来，

叉現在に至るまでそうしている。しかるに正にわれわれのロシアでは特にとの問題を無視

してほたム注いであろう。われわれσ国家はヨーロッパの国家と全〈追っている。われわ

れの政府ばヨーロッパに長ける如き支藍諾培毅の全権委員7とちの委員会で、ほ左〈て，独立

ゎ，円己門身のため存在している組織，かちにわが国?と何ισ搾取階較も存在しないとい
う場合にさえ人民を経済的及び致治的坂隷;氏替に立ないて合くであろラとこ九む，位階岳目的

た，士見律化された協会である。われわれの国家ほロシプの国土む半ばを悉有財産ーとして所

有して合り，畏民の過半数は民家どう土地σ)11、作入で、あるつわれわれの国家ゎ精神に従えは、，

全住民は主として国家のために存在している σ 国家の諾義務が註民の全労罰金:吸収L，そ

して一一特設的危ととであるが一一わが国の株式仲買人や鉄道経営者のポケットにさえ，

農民(1_)小金は国庫左経由して開れこえでいる。一切の搾敦を舎Ijって支持L，全民土をその

開の爪で締めつけ，一切の生命， E、想、及び、創意を圧迫していて，われわれの民家;土台とぎ

話ゎ怪物，人間を犠牲にささげることr乙よって左だあちれ，そしてそれと闘うのには天の
力の特別な介入そ必要とした訟とぎ話の'怪物のようたものである。ロシア(j)発達に寄与し

てそむ時代に国事犯と見たされたかった入を，ロシア思想、堤ほほ正えど一人もあげること

うう?と?きたい。

との事実一一ーロシア国家とロシア政府とそ(1'，すべてF 特殊主主主任務，そめ意義と活主!'ι，す

ぺての結果を --772命党は，丹署史む要求と同じ水準iこ立つことを欲するたらi':;f'，ロをした

1) スラグi畏左慌のアー・イー・コシヱレフ人.11. I¥Oll!eJIeB (1806-83)のことと忠われるつ

の いう主でもなく， r人民の中Jづの運動の参加者のこと。
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いわけにはいかない。党の直接の活動地点法人民であり，政治的改革の方法によっては党

は人民の要求を実現し注いであろう，と指摘するとと辻できる。それはそうだが，ロシア

軍の作戦の直接の目標もコ γ スグンチノープノしではたかったか1)。 それがしかし，プレヴ

ナをとってからでなくてはパノl.-カンに進軍するととができ宇，ロシア軍のすべての連絡を

絶つととのできる軍離を背後?と残Lてはなけ泣かったので，廷とんど半年近くもプレヴナ

の前面に止らざるを得注かったので、ある。政府ばわれわれに宣戦して告れわれわれが欲

すると否とにかかわりたしわれわれを打つであろう。われわれば，勿論， [き禦し左いと

ともできるが，とれからは恐むく何人も未だ決して勝利を得るととがなかった。われわれ

の直接の目当ては攻勢に出て，われわれの活動を許さすτ，われわれの陣営から最もよい活

動家を日々奪いとって立なれわれわれの力の 99パーセントがそれとの無益支玄関争に使わ

れているスパイ，密舎，つまちたい難くせの網でわれわれをしぼりあげている，とのしっ

とい障害をわれわれの途からはねのけることである。われわれ段，人民む簡で宣伝，煽動

iJ三，更には純粋に蜂起的危活動すちが，絶対に不可能で、ある左どとはいわ友い。しかし現

在C諸条件む下ではそれはあまりに菌難である。 r人員の意志」のとの号にのせられてい
る論文「村かち 11E)JJ;epeBHH2りを読者はみてほしい。かかる情況の下で活動は多くの結

果をもたらずであろうか。われわれがいうのは，党にとってほとの情況を変えるととが絶

対必要で、あわ政府の悉意を告さえ，人民む生活に対するとの鉄面皮主主干渉を友くし，人

民c関での活動がダナオスの綾たちのま悲しの得を請すととでぼ設いよう左国家体制を観

るととが必要である，というととである。

政府の意義をすぺて知れ政清と調ってその窓章、をむさえる必要を知った以上，われわ

れの党は政府の力に;台て戸えてほ左ら友い。ロシア政府は粘土の足を・もっ?と鉄の巨像であ

る。それは国の何人の利益にも夜拠してならや，自分自身のために生活して;告しそれ故

に，粗野注力，紀律及び、自己自身の樟列内む受身の銀従を除いては，更?と恐ちしその反

対者たちの政治的未完成以外?とは，どと?こも支持をもってい設い。致時がわれわれに恐ろ

しくあり得るのは，ただわれわれが全力をあげてそれに向って進むまでの簡である，との

場合には，ロシアで、考え得る誤りのすべてのものがわれわれの背後にあるであろうから。

いやれにせよ，現在む毅治組識なその最後のEに来ている。それを衝すものが誰もい急

くても，それば自ら自然死をとげるであろう。しかしわれわれの党?ととってほ，古い秩序

の魔塘のとに興るぺき新しい秩序が人民と党そのものの利益に期応している ζ とが，本質

的に大切で、ある。新しい将来の国家枠制が人民の影響の外にと Eまるとと，それが住民の

他の諸階較を解放して抱の諸政党に活動む可能性をひらき左がち，人民と社会主義政党を

古い条件。下に残すことを許ずととほ，ゆるしがたい誤ちであろう。とうした結果に怠る

か，それとも抱の結果に在るかは，現在，われわれ昌身の手中にある。われわれば自ら政

府に対する攻撃と政治的変革のイ=シアティヴをとるか，それとも，人民のまわちで無益

に足蚤〈のにすぺての力を費して，従来通b政治活動を無視するか。問題誌ととに存ず

る。第一の場合にはわれわれ辻，疑いも左 (，運動の中に自己の影響の分誌を有して，人

民の完全註解放を実現し泣いまでも，少くとも人民主権む承認を獲得し，人民に現在の事

物の秩序全体に対する影響力を与え，人民?ととって望ましい績向の存在を認可し，人民へ

1) ここでは 1877ー 78年の露土戦争のことが念頭におかれている。

2) 瓦廷T.，CTp. 15-27 
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。奉仕が麗事犯と同義ではないようにするであろう。第二の場合に辻われわれは，疑いも

なく，現在より更に国難君主状態に公ちいるであろう。というのも，新しい富家ほ，勿論，

現在の国家よむ強力で、，物質的な力ばかりで左く一一最も重要注ととであるが一一精神的

注力をもより多く有し，それと戦うととは本当に困難であろうから O 自己の影響左しに政

治的変革が行われるととを許してしまえば，われわれの党は，恐らく，数世紀む困難な準

嬬工作を告らに運命すτけることに怠るであろう。

く裂かえしていうが，現在の時点(土最高の重要性をもった時点である。迫害，死刑及び

獄舎での除々の圧殺といったすべての窟難一一ーとれらすべても，社会主義党が情勢を翠解

してそれを支配する能力主有ずる時に人民の7とめに現在の時点が与え得る豆大友結果に比

しては，ものの数で段たい。

しかして党には，疑もたく，とれを在す能力がある。政治的変革の意義に関する君、想辻

i奈々にではあるが堅固にわれわれの障7U(~) 中で成熟した。との思想をずアレリブン・オシ

ンスキー1) は，その死の前の手紙で，最後の遺言として残した (1土地と自由小新聞=ソ 6

号をみよ)。 とむ思想は反政府運動の豊富丘一連の事実の中記現れた。 そして既に f土地

と自由jで述べたことを，われわれ自身くちかえす用意がある。即ち「政府は一ーとわれ

わればいった一一援に革命家だけにではなく，全ロシアに1f戦を布告し℃いる。さもあら

ぜあれ。・一-一・..3)われわればわれわれC陣列から倍ノその人物が多数たむれるであろうとと

を知っている。しかし，堅史の全行程が草合にむかつて進んで、いる時，われわれの現在の

母家が何であるかをロシアに残りくま左〈説現ずる労を政跨自身が引受けている時，信ノ々

人の死:ま党にとっては恐ろし〈は主主い。われわれは挑戦に応宇る。・…ー・ーのJ (i土地と自
由J5号 5) 4月2日あの反響〉口シアの生活のすべての条件が，偏見にとちはれたすべて

の理論にもかかわちす三割し難くわれわれをWo台麗争に導いているが， この政治麗争は，

もしわれわれの間に，致?台菌争に参加するととによってわれわれは他人のために相撲をと

って苧るのであり， ijjy利の結果を利用するのは人民では左<，叉社会主義者では左い，と

いった擦寄左偏見が設い左らtf，更に一層一般に受入れられるで品ろ号。われわれはとう

した幅見と全く逆に考えて¥..る。正に政治的活動から遠去かったととによって，われわれ

は他人co:そめに相撲をとってやるのであ t，正に政治的活動かち遠去かっ?とととによって，
われわれは人民に有害左諸:骨子のために誌利を準倍するのである。とうした行動方式の下

でわれわれほ，人民の7とめに守るべき立すでtの権力を有害左分子に無雑作に与えるからであ
可

<.:J。

1) Ba.t'IepllaH OCI'fHCKtl詰 (1853-79)0r土地と吉出j党左涯のテロザスト。 1879竿 5月に捕えら
れて死刑に処せられた。「人民の意志」第2号に「グァレザアン・オシシスキ{に関する伝記的
覚書 hHOI司p対日間eCKI:Ie 羽亘書eTKH 0 B. O.Jがのっている。(立IIT. CTJl. 101-116) 

2) rく土地と自由>小新聞.ITUCTO蕊，，3e抑 YIn BoJfll“jは第二宍「土地と自EtJJ党がぞの機農誌
「土地と自由j と並行して 1879年 3月 1213:二第 1号を発刊した小型誌民で，主に党の戦術問題

を夜主買ったl。以後間竿夏までに 6(7)時lHされたが，政治的テロ波のモロゾフが編集して，党左

抵の機関誌の観を呈した。

3，の このく-…・〉は引用者用ちこの論文の筆者のもの。

5) r土地と自由J(主 1878年 11月 10呂に第 1号，以後 1879年4丹までに 5tffi出された。第 5
号タ〉編集の実権はフ。レハノフにあり，同亡く編集者であったそロゾフの意向は部分的にしか反映
されなかったっ

δ) ソログィヨプ CO.WBbeBのア νグサジドノレ二世暗殺未遂事件の日っ この事件の直後{二出た「土
地と自由j第 5号で， この事件の「反響jはわずかにこの梼にしか呈出されなかった。
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しかし偏見は事実の圧力の下に〈宇れるであろう。そして活動的友行動む党設永い詩杭

上の理論に支配されているととはでき注い。社会主義党が政府組織に対して偶発的にでは

左〈組織的に，不屈に，恒久的に立上り，生気をうばいすべてを圧迫していを富家機関を

破壊して，入廷にその最も重要ま諸要求む実現と，そ C 思想，その理想，その共再生活

形謹む今後の自由主主発達の可態性とを保証する時が援に来ている， とわれわれば信やる。

Delenda est Carthago ! 

資料 11 

党の任務1)2)

1879年 11月 10日

現存の国家形態をくつがえし，国家権力を人民に従属させるととー一一われわればとむよ

うに現在?亡者げる社会革命党の最も重大た任務，現在のロシアの諸条件がわれわれを故意

にで段泣くそとに導いている任務，を規定する。われわれはとの一般的左問題を，活動の

部分的諸形態，それらの現れ方?と移る詰に，友会検討し怠けれぜ左ち主主い。

歴史ばわがロシアに二つの主要注自立的勢力，部ち人民と宮家組織を創っ売。との抱の

社会グノl--ーフ.v土産在に至るまでもわが富で、は撞めて従露的注意義をもっている。例えtf，

わが貴炭層は，政府に王手をつかまれて世の中に引詰b出されたが，しかし，すべての艶慮

にもかかわらや，輩毘志社会グノレープに結集する能力を完全に欠いているこ去を示し，か

ろう巳て百年間存続した後，今や全〈立去り，散り，ー訴は国家組織，一部はプノLジョブ

ジーと融合し，一郡江どとへとも知れ宇かくれてしまった。わが国の生活むすべての条件

によってなし出され，その発生そのものの捺同亡く政府の庇護の下に現れたブうLジョアジ

ー泣，疑いも悲し永続的存在へのより多くむ機会を手ぎして2なれもしロシアの生活の一

般的諸条件が変ち怠ければ，それは，勿論，間もt:J.<恐るべき社会的勢力を構成して，人

民大衆ぜか担で悲し国家そのものをも自己に従属せしめるであろう。しかしとれば左会

将来の問題である。現在辻わがプノレジョアジ{は，やはり，何によ。ても結合されてい左

い掠奪者の群以上のものをつ〈ヮて泣い友い。それは主主告身分的自覚も，世界議も，身分

的読ーも作りmしてはい左い。西欧のプノレジョブは役の身分が依拠している様々左基礎の
神聖さを本当に確信していて，との基礎のために生命を賭している。わが国でほ同ヒ基礎

?と対するシニカル左侮蔑に，他左ちぬプノ1-'ジョブのととるに告けるより以上rcv土ぎとに沿
いても出会うことができ左い。わがプノレジョアは身分の一員では左くて，単に，良心と真

理に従わ字、rc行動するととを心c中で、意識している， {m々 の，利巧主主，手段を選ぽね掠奪
者である。疑いも友くとれば，わがプノt-~ ョアがとの世?と生れたぽかりである，というと

とむみに由来する一時的主主現象である。間も主主<，本当に間も左<，それはある形をとる

であろう。あと数世代たてば，われわれはわが冨Z本当のプルジョブを見，理論的基礎を

もち，輩国左世界観をもち，身分的論理をもっ，原貝lHて高められ売掠奪を見るであろう。

とうしたとどすぺては勿論起るであろう，がそれば，われわれの宮家及び、社会諸関係の総

体的変革が7.ノレジョアジーの摂底を伐ちとち左い場合だけである。総体的変革ほ極あて可

1) J[IlT. CTp. 75-83 

2) この論文の筆者以J[.A.ティホミロフと推定されている o
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能性がある，とわれわれは考える。そしてもしそれが本当に記ったら，わがプルジョアジ

ーは，業技層が舞台から去ったのと全く同様に，去るであろう。プノLジョアジーほ，本箕

的にほ，同じ国家によって創ちれているから O

それ辻一部ば富家によって意識的旦計画的に創ちれてむれ一部は，人民が国家によっ

て追いこまれている，旦掠奪的グラーグ身分を大衆の中から51lt¥さざるを得ない，諸条件

の不避的結果として現れているつ

現体制全体の説点かむは，わが農民は現在無であれ無よりも悪い。とれほ役畜のよう

たもと'川牧人がそ (/)1有を喰い，そ43毛と皮を着るためにのみ存在している羊のよう左もの

である 3 とれがわれわれの国家の原却で遣うる。人民は，人格という意味では，入国という

意味でほ，零である c その経済的利益ほ，それが国家に必要友摂ちにむいてのみ認められ

る。農民が喰い，飲み，着，小豆をも7と泣ければ左ち主主いの辻，専ら，儀死し左いためで

あれ裁き，国庫に金を納め，戦争に役立つ兵士を提供し，左どする可能性をもっためで

ある。

農民法，富家に力があるだけ，それだけいやしめられ，しいたげられている。彼は経費

関係にヰないて赤貧の状態に追いこまれて者 t，彼は一片のメンのために，最も動物的f:r..，

しかし護国た欲求のために，最も激烈友生存闘争を行うととを強いられている。彼のすべ

ての考えは，担税を納付ーするためのノLーブリを獲得し，すべての義務を遂行し，自分と家

族を養ぃ，新な仕事のために休憩することにむけられざるを得左い。しかもこれが来る日

も来る日も，昨日，今日，明日と一生ifEなのだ。自分のために，人間のために生きる時は

まし考える時も，考えることもない。間人の状患はとのようである。ミーノLの状慈も同

様である。ミ{ノL，共同体は何のために存在しているのか。 ミーノLばイ可をしているのか。

兵士を提供し，担税を集め，未納金を取立て，現物的諸義務を遂行ずるとと一一ーとれがミ

ーノLょっ生活で怠る。そして農民が不本意友ノLープノLの追求にflJl!l性を主主くさしめられている

だけ，それだけ，との専ら財政上と治安上の分野で政府の考えている共同体は，伺性を左

くさしめられ，歪曲されている O

とのよう左状態は，グラーグを生むために，あたかも意図的主考えられているかのよう

である。利口た，精力的左，窓生活の欲求をもっ者には，こうした環境にあっては出口が

左い。ミーノLと共に亡び、るか，自ち諒奪者になるかである。ミーノLの人間としては彼ば，

誰でもむ意のままに在る赤貧CO，いやしbられた存在である。掠奪者としては伎は，法fC

辻述ぺられてい泣いが現実には認めちれている特殊友身分に一挙に躍進する。クラーク=

搾取者たる{皮は物質的左点でかまりの生活をずる可能控を得るぜかりでは左い。設設始め

て人間?とi往し市民にさえ怠る。彼を当局も会坊さんも尊敬し，彼は鼻面を危ぐられると

とも，人民的友人棒を噺られるととも左く怠る。法律辻援のために存在し始める。そとに

なんらかの選択があ b得るであろうか。われわれはまだー較的在橡しカミつかんで、いたいの

であって，とれからこまかい点をつ7かもうコミーノLの伝統を裏切らたかった利口で結力的

友農民はどう怠るであろうか。それは「騒動を起す者jの， I混乱を起す者jの， Iー授を起

す者J<D~畏稽者，あちとあらゆる迫害，鞭打ち，逮捕，流刑註どの侯福者である。が，い

やしあちれ，しいたげられ，個性をだくさしめられ売ミーノLはしばしば，との因離注調争

にないて精神的支持ずら与える能力が左く，叉大ていの場合グラーグばミーノLをその無力
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の敢に冒々の成員についても，共同体全体についても，全く心かムそして深〈蔑視して

いる。

グラークが生れている。出口の君主い状態が百:姓を費務奴隷に追いや円て¥.r.る。一体とれ

ば詮の罪友のか。国家の圧迫でないとすれぽ，大衆を無一物c状態に追こもうとして大衆

か叶窄取と闘う一切の可能性を奪っているその経静的正迫，大衆を市民的及び政?合的無力

にもたちし，人民を頚露させて人民むエネルギーを塞いで、いるその精神的圧迫でまいとす

れば，一体誰む罪在のか。との圧迫を取除く在 t~，三ろ左た方はプノL-:/ョアジー若手成の機会

の十分C 九を奪うであろう。

話をもとにもどそラ c 現在の国家は，そむ存在の事実そのものによってブルジョブクー

の出現をよび、起しつつ，個々の場合?とも全く意識的にプノLジョアジーを人々の簡に引張り1

とんでいる。わが国の工業史を想起してみよ号。多くの県の家内生産が，あちと事色ゆる

大工業保護のなかげでつぶされた。今に至るまでも保護関税だけによって生きているよう

友工業部門さえ儲られた〈例えば，人員的完工家内工業的蘇布を殺した木綿工業)。鉱山業者

のたあにいくつもの公爵が創ちれ，そして百年の関ウラノ.t-({)住民は，主人えまし?と残された

時(プガチョブの時〉労鶴者自身が行ったようにさえ事業を運ぶととのでき左かった資本

家たちの奴隷にされた。鉄道業はわが国で辻同様に世界で独特の像を提示している。すべ

ての蕗線が百姓の金で，設んの売ゐか知ら左いが数濯をいろんた企業家に弄贈した国家の

金で，建てられたυ 全く同様に，百姓の金註株式投機の支持のために致府の空のぼけっと

かち流れ出した。プルジョアジーに対する政府むとの父性的たやさしさーーとれほ全く証

明を要せや，指講だけで足 Pる事実であり，そしてわれわれがとむととを指摘するのは，

ヨーロザノくとは違ってわが国で、は冨家がフ勺L-.ジョアジーの創造物では主主くて，反対にプノL-.

ジョアジ{が富家によって創ちれている，という事情をよちよく際立たしめんがためであ

る。

わが毘家の自主的注意義は極めて重要注事実を成している。とのととに県応して，ロシ

アに語ける社会革命党の活動が全く特殊'tJ..性格をとらたければ主主らたいからである。ロシ

アは，厳密にいえば， rロシア冨家jという寵号の会社広属する広大左荘霞む如きもあで語う
る。経済的及び政治的影響，経静的及び政治的圧迫がととで泣，当然のとと左がι，融合
し，まとまって一つの法人格，との会社そのもC を註している。かか之条件の下でほ政治

的改革と経済的改革は，再様に完全に相互不可分に怠り，まとまって一つ¢総体的閤家的

変草を注す。爵家が人民の災尼，奴隷状態及び秀賞の藍援の源である1)。 乙の故に，人民

を解放し，人民?と土地を分与し，人民を雲蒙し，人民む生活の中に新在諸原理を導入し，

あるいは人民の生活の古い伝統的諸茎礎をその始源的た純粋性に長いて再建するととをわ

れわれが巨的とするや否や，一言でいえば，如何たるととを目的とするにせよ，乙C 目的

を大衆の利益Ktxるように設定しさえすれば，われわれは，自己の経静的及び政治的奴隷

と人民をみ在している政府と，好むと好まぎると玄関はすτ，衝突せざるを得左い。人民わ

ために何かをーする?とめ?とぼ，何よちも先づ人民を乙の政府の権力む下かム解放し，政府そ

のものを〈とき，政府かち百姓?と対する主人として¢その権力を奪わ怠ければ去らたい。

乙のようにして，われわれの活動は致、冶的性格をとる。そしてとのととはわれわれの間で，

1) (原註〉国家とL、う言葉でわれわれが理解しているのは常に豆しく現在のロシア国家であるこ

とに注意をお願いする。
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その理論的見解にかホわりたく一切の革命司王に，言葉の上ではともかくも活動の語で，現

実に起っている。現在む致府がすぺての酉で、真に最も恐るぺき，最も強力友人民の撤で、破

壊者であるという単純左事情から起っている。わが社会主義者が政治闘争を行う乙との当

然在ることは，散女と詩について概念すちも全〈もた左い人が散文で語る乙との当然たる

が如きである。それにもかかわムす三 乙の事実一一現在の菌家む意義一一ーを翌解している

か，とれを理解していないか，む差は，勿論大きいc もしわれわれが意識的に活匙ずる註

t:) i-:f ，われわれほ正にそのすべての打撃をとの政府にむけるので，その持にほわれわれの

力ば生産的，有効註仕事にむかろであλ ろ。し7ふしもしわれわれが，出入の希望や宣向に

はかかわりた(， jとだ偶黙に政府を打倒する左らl-:f，その時には第ーに，力の大き主主割合

が幻想的で結果の註い仕事に消費される可能3控があり，第二に，われわれが槙然に政府に

加える打撃そのものも，利益をプメジョアジーにだけも?とム L，そのより容易註時起を準

備するであろう。しかしとれについては後にのぺる C

乙こでわれわれは予め釈明してな〈必要がある。われわれが，政府とめ麗争，政治的変

苧ーを党?と呼び、かけtiが%も，社会的経静的変革を決して捨てて設いたいととは勿誌であ

乙。われわれは，わが同家秩序ゎ下でぼ政治的変苧と社会的変革は完全に融合L，一方が

他方を欠いてほ考えられたい，といれているにすぎだい。 とσ:政治的社会的変革川たる

に，新しい途，いや決して完全に新しぐはた(， '}とだ現在まで党がよく意識して1、1たい途

をわれわれほ指示しているだけであ与。「人民の貴志J第 1号で土地に芦守する人民J権利

を弁護し?と「土地と自由j(T)人々にこど賓とろ注釈明が必要かどうか，オコオl才)À~G~:t知んたい

が，万ーの場合の誤解をさけるために釈明してなし

本題にも Eろう。現在政時を弱くし，従って政治的変革への途左きよめる反政府闘争は，

dつれわれが一歩ごとに人民どり活動的で、自主的だ教としての政府にぶつかるよろた案件の下

でほ，完全に不可避で、ある。それは不可避である;まかりではたい。それは，正iこ人民グjた

めに政治的変革を遂行す』るという意識的で意図的左目的をもっ左ιば，人民に実t9-る最も
重要友歴史的奉在?とち得る。人民の手に富家権力主移すことは，現在では，われわれの樫

史全体に，人呉羽左共同体的連邦的世界観σj精神で、の全く新しい方向と葵達を与え得るで

あろう。実際，わが致府が， どんた謹白かちにせよ(全宮前た革合ι結果， 全性宍麿ι)
糖神t的圧迫と関連して， 同ちの衰弱の結果， 主ど)，自己の事業を解消する ζ とき:余懐た

くされる，と仮定してみよう。告主的に叉は政府の招きに応とて，そじら選挙民の決定く部

憲議会 Assembleeconstituante1)町、擦'情書 cahiersに顎したもの〉をもたされ売市j憲

議会が創ちれる O との議会で、は代議士の 90パーセγ トが農民出身であり，そしてもしわ

れわれの党が十分に巧妙に動くと仮定すれば¥党出身である。かかる議会は何を制定する

可能生が主うるか。それがわれわれのすべての経慣がj及び国家的関係の完全紅変7存在われわ

れに与えるととほ，非常に可能性があるぞ国家の圧迫力=ち閏由であ n た到るととんで，わ

が人民がお伺に身を包L，jとかをわれわれは知りている。人民が， ドγ，ヤイク，テェレク 2)

で，シベリプの分離教徒居住地で，間身の傾向だけにF!P応して自由に身を処し売芦jるとと
九で，その生活の中に発達させ売諸原王型をわれわれ段知ってい毛。人民ゐ連軍?とI永遠の

。国長議会 Assembleenationale (1789-91)又は Assembleelegislative (1791-92)の誤
hと恵、われる。

2) いずれもコサ叩ク集団の結成された地方O
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標菩をわれわれ段知っているo 土地に対する人民の権利，地方昌治，連邦一ーとれとそ人

民時世界観の不変の原理である。しかして，とれらの原理をうまく妨害できるよう主主力は，

ロシアでは国家以外に左い。国家を捺去する左らぽ，人民は恐ちく，われわれが希望し得

る以上二によ〈身を廷するであろう。

人民に敢対的左様々在住民層が，言分?とちの件簡で多数を占めて選挙の結果をゆがめる

可能性があり，その時にはわれわれば，人民の理想と何ら共通のものをも売詮いよう主主社

会枠制を受取るであろう，との反論がわれわれにむけられるかもしれ泣い。とれに対して

われわれ辻答える，とれば在者疑問でおる，かりにわれわれ社会主義者=革命家がい友い

場合i亡すら疑問である，と o 例えば，局知の如く，1849年にオーストリアの国会では，われ

われのそれと同類のガリツィアの「百姓連 1りがき分達の侯補者を送り出す能力をもち，

そして乙の文言の代議士?とちが，昌秀?とちの仲間の決定から一歩も退か宇、に百姓の土地を

頑強に守って，議会のいかだる策略にも屈し左かっ売。叉わが国でも百年前にエカテリナ

の全調会議 3e~1:CKII註 co6op に 1ないて人民ば，実によく彼等を代表しtc多数の代議員を送

ったわ。 そとでもしわれわれの党が政治的変革のE大悲意義をすべて理解して人民をそれ
対して準備することに今とちかかり，その後一せいに選挙戦を展開する主主ち~;f，望ましい

結果ば最高度に可能性が怠るであろう。われわれの党がいかに弱く 2ごも，しかも友金選挙

で設，人民の簡で全く人気の友い貴族層と，主うるいは身分性をもつまでにも成長して岩ち

ゃ，ヰテ裂し，孤立し，共通むプランも目当ても注しに行動しているブルジョブジーと， う

まい具舎に張合うととができるであろう。

かくして，政治的変革，即ち人民の手中への国家権力の譲渡は，巨大た，極めて人民に

役に立つ，結果を今やよび起ずであろう。今左ち乙のための時は左告逸せちれてい悲し'0

しかしもしわれわれが，政治的活動を軽視して，現在の国家の存在を在岩数世代見のがす

左九ば，とれほ必やや人民の事業を数世記間停滞させるであろう。現在の国家は，いすτれ

にせよ，搾取者の結社のあまりに原蛤的，あまりに古代的左形態である。現在の生活設既

にるまちに分化し売ので， とれをとむ古くさい国家がとらえるととは経対にでき主主い乙住

民の要求はまずまず増大し，不溝は成長し，住民の間に，国家よりも知がdであるばかbで、

在くよ雪組織されてさえいる分子が現れつつある。かかる条件の下では，国家試その自己

防衛にまずまず多くの費用をついやさざるを得守，人民からしぼりとるものでは既に今や

ほとんどこの支出を者会いえ友い。赤字の現れる時段遠くだく，そじて時にはわが国家は，

異常友情撃が左くでさえ，餓死する可能性がある。とのととを烹識して，わが国家は援に

早くに住民そむものり中に自己に対する伺んらかの支持を，いうまでも泣く自己に相似的

注ものの， !!Pち向様に掠奪的危芳子の間での，支持を求めている。事実国家ば角、ってほ貴

族;暑を告し出した。しかし貴族層段何んにも友ち設か司売。今でぼそればプノじジョアジー

に依挺しようと努めてなり，最も熱心な助産婦として，人民のこの片輸の子供む安産を配

慮している。今慶はそり努力ば勿論成功を以て移り，そしてプノレジョアジーは急速に成長

ずるであろう。しかしその代りに，一度足場が出来?とち，との老I.rtぎれ売富家の権力が宮

わ ず官ヅィア〈オーストリア領〉東半の基本1勺住民ニ農民:まノレテニア人即ち小ロシア人〈ウクラ

イナ人〉であった。
2) 1767竿夏エカテザナ二世が新な法典の編集のため召集した京民各層の代表からなる委員会に

は，国有培農民の代表も加えられた。
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与の上にある乙とをプノLジョアジーが容認ぜ宇，それを自己に従麗させるととができると

とも，何ち疑い左い。政治的変革ほ行われるであJちろ，しかしそれ段，権力がプノLジョア

ジーの手に移る，という意味?と告いてである。われわれの役割なこの場合最もあわれたも

のに左るであろう。われわればその全存在によって，その全活動によ勺て毎日ちすτ知らす=

に，国家を揺ちくづし， ぐムっかせ，弱体化し売一一一そして乙れがすべて本来は，プノLジ

ョアジーがより容易に国家そ征服してその代りに座り得る?とめ左のだ! が，権力をそり

手に収めたら，プノLジョアジーは勿論現在より根本的iこ人民を債務奴隷化するととができ，

獄合や絞首台以上には視野 7)及ばない現在の国家よりもより有効註，われわれの話E誌を巌

揮させる方設を見出すであ人民われわれは既に読者の注意、をと必危険にむけ売。そして

今改めてくり返す，われわれに必要友のはたλAかわ-AL1と行動方式を採用するととで
ある，とごl!piろ，国家と同盟し，とれと結んで、ブ勺tジョブジーをその芽のうちに圧殺する
か，それとも一一左いうの;士， とみ同盟が明かに最もぜかげ7どととであるからー一一国家と

たたかうかであるが，しかし， もしそうとすれぽ，それ段既に，告そ〈左ら主主いうちに，

権力が実際に人民に移る機会が丘三ラ脊在するちちに，出来るだけ早く人民の手に国家権力

を診す，というー完 I)目的左もち，確か左結果をもっ，意識的怠，容易友らね議争であ

る。今手るか，それとも決してやム在いか，とれがわれわれのジレンてである。

資料 111 

革命における人民大衆の望ましい役割1) 

kJとそ蜂起とは，人間が予測し，神台三日論む.というととわきの主に証明される上う友

事柄であるつ多少とも予期されざる多くの事'!'8が，人間の計算む途上に，時にはとれを文章

~，時にほとれを助けて現れる。蜂起に長けるとのよう在末知貴の一つが人民犬衆であ

る。非常にしばしば，誰が見ても毒きい，泡立っている大衆が，決定的た瞬間に指一つ動か

さすτ，反対に打ちひしがれた，不活壌左群集が，全〈思いもかけ守、ェネメギーと自主f理を

示す全国的危去fL謹に見費われている今年2)ば，昨年在ち空想する ζ としかでき設かった

よろ左気守と本能を人員の関によび、起す可能性が十舟あり，現在に沿いてずら完全には知

るととのできない大いさを，多努革命}豆!WJの中へ引入れるで、あろう。

それにもかかわ九や，諸条件の一明の結合をできるだけ予晃する必要が怠る。そして正

にとの故に竿命に3なける人民大衆の竺.杢しい役割;て関する問題を議論む余地たく提起す

るのに，現在tt何時上りも時宜に遣しているよろにわれわれに辻豆、われる。人民に対する

設fぎのたい関誌という非難， I人民の貴志J<7:'，若干プ〉原知的反対者3)たちが一一ーやはちとて
も誠意が事るとほいえたい態度で一一ーわれわれに向け売非難を，その際わが身かちi捺きた

いが故に，それだけZわれわれは大いに好んでとわ問題在提起する。

人民がもっととのできる最も高倍た性賓のーっ;士政治的，市民的発達で怠る。政治的発

達は，最も不利左条件の下にあっても，完全友経済的崩壊の場合にも，一面に掠奪者の群

1) 立豆T.CTp. 289-94 

2) 1880年。

3) 仁黒土再分割党Jの人々のことである。資料 IXを参照3
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が存在している場合にも，外語支配む危険の下にあっても，人員を救う乙とができる C 人

民の中にその最高の諸権利に対する信念が生きて立なれば，人民む中で村に始って宮廷に素早

るすぺての屋家=社会的事項を監読する習慣と能力が強ければ，主E何主主る災厄も恐れるに

足り完工い。政治的発達が欠けている時には， これに反して，自然のゆたかさも，民族心智

能や性格C立涙在性質も，広汎主主社会的毅信も人民を窮乏と奴隷状態から救わ泣い。い宇

れの革命の後にも通常認めちれる好い結果の漂毘は，一部は社会形態そのものの改善で怠

るが， 一部は正に人民の政治的発達の向上のなかげである。 勿論， 時には革命期にさまけ

る人民の創意c最初の数歩はたEたどしく，時?とは最も粗野主主激活と本能がな η きち現れ

る。しかし，それはともかし人民ほ，務利して，自己¢権利を意識し始める。運命の窓

意にまかされ，いつもの後見人を奪われた人民は，社会関認を組絵すること，自己む代理ー

人を監視するとと左どを学ぶ。一言でいえば，大いに公民に怠る。そしてその後，革命の

動揺がなさまって生活が次第にその普通む軌道を進むようになる持，人民の政治的妻達の

荷主段、すぐに，一切の濫用，法律違反，窓意の滅少の形で現れる。生活がしやすくする。

乙の故に一切の蜂起ほ，それが人民革命の先駆叉はエピソードでありさえすれば，換言

すれr.f.蜂起が人民革命に利載を与えさえすれば，最大¢結果をもたらす。われわれσ=:;'jt'j: 

勢全拾を考量できる限りでほ， ロシアでは事議はこのように進むであメ主う。しかしわれわ

れが成功する叛乱を自蒸発生的危人民運動よち売に準構できるように在るにせよ，あるい

ほ人民運動がわれわれの見当より先ん宇、るにせよ，両方の場合とも，われわれは，党によ

って組議された力をいわば人民下j力の解放む芦土佐に，人民大衆の昔、識的政治勢力へむ転換

のためにむけて始診て，とれを最も生産的に使うことができるようにわれわれにほ思われ

る。われわれが絶え宇，人民への権力の譲ご度について，人民の意志について，人民σノ独裁

について替ってさなり，叉害って来たのは正にとのためである。人民にとっては，よ bよい

社会形態?と到達するととが重要で、あるが，よ担重要注のは自分でとれに到達することであ

る。人民にとって最も重要注のは，技等人民が間己の運命の現実的処理ー者たるよう左暦史

的瞬間を体験するととである。 こうした瞬間は決して忘れιれるととたし住民を市民
にする。

われわれが党の解放的役割を如何に理解しているかをJア影bにする7とめに，われわれほ

明瞭左例をあげよラ。しかし，読者がわれわれの言葉の中に行動計画む説明をみ左いよラ

に切に長願いする。革命的空論iまだけが十年先までの計画を考え出す。が，本当む生きた

革命家ぼ，その基礎理念を情勢に適用し，情勢に応じて実現する，というたずった一つの計

麗しかも?と左い。だかちわれわれが語るのは専ι，よ b明較にするたおうに，併としてであ
る。党が十分注カを組識し，全人民的運動を待ち合会せ，自主的に活動し始め，中央権力

を獲得し?と，と仮定しよう。党の蕗後の役割は拘か。新しい国家体制を創 t，必要左改革

を命宇ることか。われわれは考える一一否，と。最も不幸た場合にだけ，人民という有機

誌がも早一つも生命の火花左現さ危いような持にだけ，このよう危活動を承誌ずることが

できるであろう。が，普通の時には党の義務辻，獲得した権力と手段を全ロシアめ革命化

のために使う乙と，即ち到るととろで人民に権力の奪取と礎められたその希望の実現を呼

び、かけ，人民をこの点で全力をあげて助け，そして自己の中央権力を専ち人民の組織化を

助けるために手に握るととであろう。

:革命の主要注倉u;古力注入貝の中にあり，そして創造の事業は大衆がそれに参加すればす
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るほど量密であるととを，一般に原貢1I段われわれに示している。闘争と破壊の事業に問題

を移しても，やは bわれわれは，人民の参加悲しにはそれは甚だ妄想自ろである，と断言す

る。政府は革命の瞬間に二つむ原因かt:-.，即ち第一に革命軍の攻撃む結果，第二に自e:;(1) 

軍捗の爵壊の結果，打撃を乙告むるつしかし，短期間にせよ政府を続砕するのに十分た軍

隊をつくるととは，人民の参加たし記ば考えぞ;れたい。インテリグンγ ィア泣数千の戦士

主一時には組織する能力が長いか阜である。一方政府軍の鼠壊は兵 L'¥r.程変ピコないて，時

にl土地怠ちぬパ 1}ケードで感染する犬衆亡;反政府的気分の結果，起毛。党む衡からび大衆

への掻きかけと大来との堅い結び、っきは，かくして，われわれにとうて成功の重要左条{牛

をたして岩り，手段に/f原J応ずる必要だけかち，われわれは勢力の一定む節約を子議たくさ

れている。現在の準{藷期にないてすぺての地方が一様の革命民意義を有しているので、は左

く，そして，勿論，主左注意を要求しているのは比較酌重要在地点である。一般にそれは

大都市であるつ大都台iiヂ麗争のすべてわ重詰を負わ怠ければたもたLへであろう。大都市に

立ないて党む力は最も強〈たければた~)tx \;-\c 持が違え(~r，不満を特に尖鋭化させ卒命的気
分を高める諸事情の併発によって，同じような意義を様々だ農民地方が取得するむそれは

同様に党の劉かちむ即刻の俸きかけを要求する。約言すれば，人民大衆と(7)結びつきはー

較に必要であるが，それによ→て叛乱と最初の成切が保証される時ι辻，こC結びつきは

既に完全主義務的である。

資料 IV 

政治革命と経済問題o

来だかつて如需主主る社会革命党にも，ロシアιj社会革命党に歴史が課した課題ほど困難

で複雑左課題が課せもれたこと往左い。社会=経ち寺町左その基本的た課題と共に，われわ

れは更に政治的専問主義体制の破壊む作業，即ちヨーロツノくでは至fjる位で、守、司と以前に，

しかも社会主義者たちによりてでほ左<:，プノLジョブ政党によ丹て註され?とこと.を号i受

け左けれぼ左ち左足い。それ故にヨーロッパでほどの社会主義政党もわれわれのよちに困難

左翼争にたえ，犠牲を払う必要が丘いっし売込し， このよ弓た条件ぐら下で働いて人民解放わ

撲を高くかかげるためには一英雄的左努力が必要で、あるとしても，その代りに，とうい己売

条件には，われわれをか乙んで、いる政治(1守環境には，将来に告けるわれわれの諒罷め実誌

に有利左側面も含まれている。現在一つの社会階殺をも詰足させるとと泣く，全Jンテ1)

Ji-:/ツィアに憎まれている政治体需!ll'土，近い将来に不可避的に崩壊するに追い左いコしか

しこれと共に，人民を飢識と全議に導いて来た乙の体制ば，それが支持している経務秩序

むためにも墓穴を掘っている。現在の政治組織の与解過程ば，年ごとに新進的に強イとされ

る人民の経辞的窮之化過程と同時に起っ?と。そして特科する人民運動?とよる現政治体制の

誠壊も不可避均に，現存富家と離し難く結びついている経済秩序れ述誠を同様にもた九ず

であろう。

ζ の故にわれわれは，われわれ(/j党にとって民家との政治認争は，オフれわれの社会主義

1) JIIIT・ラ CTp. 336-343 
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的活動?亡さなげる爵次的要素でほ左くて，反対に経済上の(あるい辻，少くとも，農業上の)

変革の時期を早める強力左手段，却ちわれわれの綱領の一部を実現する手段である，と考

えている。

ロシアの現実の諸条f午の下でかかる窓点に立っときわれわれにとって如何左る実践的設

題が生宇、るかを，われわれ段以下Z榎括的に述べるが，今ばわれわれ段，われわれの縞鎮

の致治的脅s守に対して設されている様々在理論的反論に答え怠けれぼ左ら友い。 ζれらの

反論はすべて，主うる国の社会経費約発達にとっての政治形態の意義花関する問題をめぐる

ものである。

ζの問題に関する，様々の=ュアγ スむ社会主義者たちのすべての意見は，三つの典型

的友カテゴリーに分ける乙とができる。第ーのカテゴリーには，上からの権力の命令と下

かちの窪英文l士市民の服従のみによって加侭在る終済上の変イヒでも圏内に起す力を政治形

懇に認めて， ζれにあまりにも大さ注意義を与えるものが麗する。そむ実践的危課題につ

いていえば，これは大会部ジャコパンで、あ b，権力をその手に奪うことによって政治上及

び経皆上C変革を命じ，人民の生活の中にとから社会主義的諸京郊を持込んで、その襟実際

の改造へむ人民の積極的参加をよび出すこと友く，そして人民の革命的イ=シアティグを

「考慮の上でj庄迫しさえし上うとしている「冨家主義者売ち rocy.n;apCTBeHHIIKIじであ

る。われわれの関で，ジャコパγ的領自の機関誌はトカチョプ氏が出している新開「警鐘

Ha6aTjである九第二のカテゴワーには，反対に，経済関係に対する政治形態の脅定的

乃至は否定的危，深刻注意義を一切否定して，政治形態に対して社会経静生活に3ないて僅

かの意義しか認め在い社会主義者が罵ずる。乙の敢にこの人たちは，その実践酌課題にさな

いては，そむ勢力む如何在る部分にせよ乙れを政治闘争にささげることを，社会主義者に

とって無益左，そして有害で、さえあることと断定している。 ζの{頃需のわれわれの閣で、の

代表者は， r黒土再弁書日」をその機関誌としている党沃(あるい辻，より正しくほ，党援の
一部〉である。最後に， ζ のごてつめ一面的注意見¢総合¢役割を果しているιが，政治的

要素と経費的要素の密接友関連と相互作用を認めて，経務的変革も一定の政治がj変化悲し

には実現し得宇，反対に自由主政治串Ij変も経済む分野での一定の歴史抗準備たしには確立

し得たい，と考える見解であるつわれわれの党振とわれわれの機関誌がと勺ているとの見

解は，これから更に詳しぐ展開するが， 乙乙ではわれわれの反対者'kちの論換をとりあげ

よう。

われわれの縄鎮の政治的部分に向意LtJ.い人たちはしばしば，ある国の経辞民主関係と形

態はその抱むずペての社会形額一一一政治的形接，法制的形態まど一ーの基礎であることを

その「資本論」で証明したマルグスを引用し，そこから，あらゆる経携関係む変化は閉じ

経費の分野での麗争の結果としてのみ起り得，それ故主日何怠る政治形態，如何在る致治革

命も経済的変革を引とめるととも引起すこともで、き左い，といろ乙とを弓i出している。マ

ノレクスの生徒たちが教師自身上与も行きすぎて，本質的には正しいマノLグスの説明かム不

合理注実践的帰結を引出してhることに注意しよう。マノしグスが彼等のようには考えてい

設いことの証機として，伎の「プランスに長ける内乱jかち，設がパリ・コンミュンの意

義を規定している箆J9rを引肝しよう。 r乙れは，労働の経務的解放が実現さるべき，最後
1) 1875年 11月ジュネーグで発刊Uo1881年9月終調。但しトカチョフ IT.T脇田亘は 1877年
に編集部を去っているので，本丈の記述は不亙確である。
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に見出された政治形態であった。・……ーとの敢にコンミュンは，階毅む，従って叉階経嵐

争の，存在が依挺している経務的基礎の破壊むためのてこ¢役日を莱ずべきであ nたJ

同様主主言葉は，コンミュン爵壊む査後に出されたイングーナショナ)1-総会の布告白中にも

見出され，従って，それちの言葉の中に表現された思想は， ヨーロヲノぐの社会主義の積め

て多数の代表者たちが同意、しているもむである。純粋経演玉里論の信奉者たちが， Jfl解から，

i専には同様に引用している第二の権威ラヴロブ氏は，最近出?とパリ・コミュンに関するそ

の本の中で，次むよろ註明言を将来の革命の活動家?とちに与えているつ 「歴史の組合せが

どこかの冨の労愚者に，一時的にせよ;敬を制圧して事件の流れを支配する ζ とを許す露間

には，目的にか在った手段一一一乙の手段がどのよう左もむであるにせよーーによって，経

済的変革を実現し，乙の革変に，それが可能注限札耐久性を保証したければ去らたいJ

と ζ ろで，経済的問題む政治的解決法がラヴロブによっても:~的にかたった一手段かち

排除されてい主主い ζ と一一一乙のことは伎の書物全体から窃かで£る。例として， コンミュ

ンC持にィ γ ターナショナノLが果した相対的に小さ在役害!Jについての設の説明を引用しよ

う。 i純粋に経静的な諸問題にむけもれ，そして友情在る致治錦額をも自己の経務的要求

に従寝させて:to-し出さ左かっ?と/インターナショナノLの煽lIDJは，情勢がヨーロッパの最も重

要在地点の一つに長いてプロレグ1)アートの特科の!爆発を起させた他たちむその時に，役

に立?と主主いことがわかったJ
更に，左んちかの国家的措震によって大少を問はすτ経罪的変苧を実現することが可能と

考え売ノLイ・プラン，ラッサー)1-，プノLードンやその他のすぐれた社会主義者たちの名前

をあげる乙とができるであろう。更に，そめ遺稿「社会主義についてι覚書Jに会いて，

普通選挙権の中に，労犠者培設が，その利益を自覚して， 乙の政治的権利を社会不命CYノ辺

具に変える，将来にむける経務的変草の薪芽を見ているプノLジョブ経務学者=折衷主義者

グョン・スヂュブート・ミ)1-の意見を引用する乙ともできょう。しかしわれわれば写ι経
済的在留争の信奉者たちが好λで引用している二人の民:述家の上に引用し?と意見だけに止

めようっそして乙こでヨーロッパ生活の事実に日をむけよう。

プラγ ス犬革命の時，国民去会ば聖界と亡命長震の土地主波収して，乙の土地を先づ国

有財産とし，次いで、 ζ れをプノLジョブジーに売却した。確かにこの方法は土地在有の原町

そのものは交えたかった。しかし何故国民公会ば経静的変革を実行し左かったのか。即ち

在、有者からすべての土地と工場を取上げす三それを人民の集団的利用に委ねなカ込ったの

か。勿論既にそれほ，経済的問題C政治的解決方法が台よそ不可能だからではなく，当時2

社会問題が堅史によって B程にのぼされていたかったからである。更にプランスに治ける

48年の革命をとり上げてみよろ。当時パリのプロレグリブートの開に，一定の政治的及び、

経辞的綱領をもち，誠実にして果断た指導者をい?とだくこ阜盟友組惑が存在し?とだむは，パ

イ=ブィリップの憲、覆に姶まる苧命はフランスC経詳体需Ijの深刻だ変化をもたちし得売で

あろう。 71年のパリ・コンミュンは既に，政治的方法による経苔f問題解決へ最初乃歩みを

歩み出した。

とうたった以L 経静的変1t~実現とT)道具として国家組織を利用する政治市合が完全に可

能たととを反駁するととができよろかっ勿論，軽f斉的7変草立歴史によ勺て予診準儲されて

いだければ左ら註い。即ち， 実現した政治苧命が， 国家組殺をとムえて， 経済開票に3な

いて人民に F君、識され望まれている ζ とを実現し得る?とあには，経さ斉11主力σJ事実との相互関
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張の中に，叉同とく人民大衆の理念と漬習の中に一定の変化が予め起ってい怠ければまら

左い。

われわれは互に， ロシアの国家体制は，完全主主宮療的恋意の制度として特徴的左ばかP

で主主く，同とくその後進性C設に，叉人民大衆む経済及び法律上の制度，震習及び観念と

の対立の故にさえ，特徴的である，と考える。わが国家は，人民の経静的要求から告くれ

た政治制度がもち得る豆大友否定的意義<D-{9nとして役立っているc ヨーロッメでは致治
的進歩は社会経静的進歩に先行し，政治的形態は，特に革命の捺，経演問題を提起するた

めの，叉経辞的変革を実現する芦どめの，手段c佼自を果している。ととろがわが国では政

治制E庄の不断の圧迫が， ζ の制度の鼠壊と共に，叉人民c革命的イニシアティずが自由に

発現する可能性と共?と不可避的に現れるであろうととろの，経辞上，法律上及び、政治上む再

認識を抑止している。事実，一連の無数の歴史f二<D， 叉現在の諸事実設，人民生活の諸原

期が現在の国家の支えと在っている諸原則と全く対立するととを，反駁の余地註〈証明し

ている。われわれは国家の考え方と人民の考え方の黍離という乙の事実にこれ以上かかプ夕、

ちう乙とをやめよう。との事実技多くc入によって，社会主義者で左い入によってさえ認、

あられてなり，勿論わが「農村主義者たち.n;epeBeH四区間1)Jもとれに寓意しているので
あるかム。われわれ辻，わが留C経f寄生活に対ずる国家の影響の次c二つの大き左事実に

彼等む注意をむけるだけにしよう。第ーに，政治部J1tが人民の共同体的諸制度に与えてい

る破壊的にして，墜落をもたらす影響，第二i'C，国家が有産階綾に与えている保護， I!Pち毎
年E支持が人民の資産から引張り出して，わが冨に生れつつあるプルジョア身分に手渡Lて

いる数億。結局，乙の淫物的投警察的=グラーク的制度全体を雑持する?とめに国家は，人

民に凱儀と貧窮と桓滋しか残ら主主いほど大量の人民的労欝の生産物をむさぼり喰うととを

必要2ごしている，というととがわかる。

との他，注意し泣けれぽ左ら左いのは，わが国にはヨーロツノぐに告げるよラ在自主的に

して輩閏左組識をもっ売身弁が存在し左い乙とであ忍。ヨーロヲパでは国家権力はある身

分の事実上の支記の政治的表現にすぎ左いが，わが国で辻反対に，国家がその裁量で，い

くつもの身分を創ったりとわしたりし，特権F皆毅を対象に勝手注実験をして，そむ際との

階毅む問かち起って来るどん友弱い(多く，信人の〉対抗の試みでもとれを抑圧し売。結

対に無制約であろうとして，国家なあちゆる政治的自主性を，特権培綾のそれで、あっても

抑圧し， ζ のたあに設等の簡に長ける分裂と非組織を支持した。とのよう主主政策は勿論国

家の集中された権力を強化したが，しかしそれと共にこれは現在の鶴度を将来最格的に磁

滋させるに違い左い。事実，一度爵家的集中が人民運動の波にさらわれるたち，主fJ1可怠る

社会的要素が，事件の進行を支配する現実的だ力と認ゐられるであろうか。勿論，その分

裂性の故に特権F吾被も，その非組織性の故に合法政党も，人民運動に対抗して経務庁、;人民

奴隷化の18休館を維持する力をもた泣いであろう。人民と社会革命党だけが，変革後に社

会及び、国家体制の依存する主要注力であろう。従ってわれわれ法再び同じ結論に到達す

る。即ち，わが党にとって最大の破壊作業は，現在及び将来に沿いて，再び，よりよい体

制の実現?と有害程，唯一でi士左いにせよ主要左事実上の力としての国家に向けられるぺき

である。

。r黒土再分割J党を中心とする土地草命優先論者たちのこと。
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ロシアの生活に2なげる国家の意義の評倍の芦ごめにもう一つ昔、見を述べる。大小を間はf

農民警の間に叛乱をよび、起し売動機に注意をばらって;ましいっそれらの動機は常に政治的

叉は法律的性質のものであって， とかム，国家叉は行政機演の領域かち出て来売。即ちそ

れほあるいは偽ツアーリ，告書称者であち，あるいほ架空の「黄金額書J であり，あるい江

主λムかの(人民の解釈による〉法律違反であち，あるいは，最後に，農村住民に実例を

示すKiS市蜂起であるつしかし，どとかの村主り地方友ちが，外的動機又は実伊j左しに，彼

等が立iLえているというだけで蜂起した場合は恐らく去かった。人民が技等の権利の震かさ

れていることを責識するか，叛乱の或功に希望をもっているかする乙とが，その上;こ必要

であるつ勿論，ほとんどあ人ゆる人民の動乱の基本部]条件7ごちしもむは物実的苦難である

が.常に動機の佼割を果し売のは，当局の側からの(実際の，又は桔像上の〉法律違反か，

その一利益に長いて人民に近い何ん九芳三の組織された核の内から出て来る蜂起の発端力、，で

あっアど。

最後の条件=は.歴史乃示しているように，すぺてう大き在人民j豆重ちにとって不可欠で、あ

る。事実，プガチョブ乱の詩に，叛乱の潜在力き:呼び、起した科戟の役割は，一方でi士通勤

を準指して組織し7三分離教徒の共同体によ η て、抱方では武装叛乱の実例を示したコサッ

クの一部によって果され宍。

しかし現在では，かつての戦詩的エネノしギーの大部分を失っ六分離教徒も，農民に比し

て特権身令であるコサックも，自E汚ベ/こ，人民叛乱に標需を与えることはでき左い。六だ社

会革命党だけが，都市及び工場住民の間に強い地撃をきすτき，農民の問に好都合設多数心

地点を占めて後，都市及び、農村の運動を惹起するのに必要た酵母としての役日を果すとと

ができる。しかし現存秩序の完全左抹殺のアきめには都市・及び農村の同時的た叛乱が必要で

あるゥ事実，最も広汎左農民運動も，とれを支持し組織する党の健からのすべてC 努力に

もかかわムキ，集中され立汲に装{藷されずさ散を岳UEEずるととはできた‘い， 乙の{敢にその物

質7Jと軍事力の中，己、にjないて，部ち首府と大部前;こないて大宇j撃が加えられたければっ全

く同様に，都市になげる叛乱D一時的だ成功すらも，農民屠がこれに呼応する好意的意叛

乱によって都市の事業を支持せすτ，そしてとのよう tとして裁の軍事力を牙散させ友い註ら

ぽ，Il'jj利を以て怒りばし註いであろうっとの抱，成功の7とおうにほ，妓乱の時に軍践とコサ

ックが.一部で、いいかち人民の鵠につくととが必要で、ある。しかし叛乱む最初の発端をつ

くるのは誰か←一一都市か村か。都市人口の大き友発達と可霊長距によって判断すれば¥最後

に，党行活動が付よりも都市で量的によじ大き註結果を与えるにち7う三い泣いことによって

、内野?でれば，村では左くて都市が叛乱の最初の合言実を与えるで3うろうと考えるととが必

要でれる。しかし都計で、の最初の成功は数百万の室Ilえ芳三農民の叛乱に信号を与えることが

できるつ

11 党の綱領

党の具体的左革命方式が述べられている綱領は党の革命理論を知る上に不可欠の資料で

あるつ .J1MTepaTypa II. H. B.によ良められている綱領類のうち最も重要なのば「執行委

員会縞鎮 npOrpaM~Ia IfCIIOJIHll'l'eJlbHOrO I"O~IIIT明aJ で，次いでこれを補足するものと

して「党の準備工作 11O，;'l;rOTOBII1'e.lbHaJI pa601'a na pTIIIじが大場であり， Iく人民の意
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志>党労働者党員鏑鎮IfpOl'pa~f1\Ia paO01IllX lI.iJ.eHOs rr. "H. B. "Jと「軍=草会組織綱
領 rrpOrpaMMa BOeHHO-peBO.;IICI~IfOHHOtì Opl'aHs3aU;阻む」も重要左衛;引を含んでい与。

以下「執行委員会締領jの全文と他の三ヲの資料む重要た部分を紹介する。

資料 V 

執行委員会編領2)

A. 
そむ基本的左確信によって，われわれは社会主義者忙してナロードニキである。人類は

社会主義的原理む上に立つてのみ，その生活む中に自出，平等，博愛を実現し，共同の物

質的福祉と人格の完全司、講危発達を保証すること，従って叉進歩をも保証するととができ

る，とわれわれば確信している。人民の意志のみが社会的諸形態を是認することができ，

人民の発達段，それが昌主的旦自由に行われる時，生活の中に具現さるべきどの思想もあ

ちかじめ人民の意識と意志を通る時にむみ，輩題で怠る，とオれわれは確信している。人

民の福祉と人民の意志が，最も神聖にして不可分に結ぼれ?とわれわれの二つの原理である。

1) 人民が生活し豆活動し友ければたち主主い環境を注視する怠ちば，われわれは，人民

が経済的及び政治的左完全怠奴隷状態の中にあることを知る。勤労者としては一ーナ¥民は

寺ち寄生者膚を養い育てるそbにf動いている。す7民としてほ一一人民は一切り権科を奪わ

れている。ロシアの現実全体が人民の意志に対J;f;し℃いたいば元為むでは主主く，人民はこれ

を表明し表現するととすらでき左い。人民は役にとって良いことといやた乙とにづいて考

える可能性さえ有してなら宇，たんらかの人民C意志に関する思想そのものが現存秩序に

対する罪とみ註されている。あらゆる方面から圧倒されて，人民は肉体的退化へ，悪銭，

萎縮，赤貧へーーすべての南での奴隷状室長へ追いこまれている。

2) 鎖につ芯がれている人民の土にわれわれは，麗家が創ち擁護している，人民に会沿

いかぶさる搾取者層を認診る。われわれは，この国家がとの国で最も強い資本主義勢力を

構成していること，同じこの国家が人民に対する唯一の政治的圧倒者を構成しているこ

と，専ち乙む長かげで小さな掠奪者どもも存在し得ていることを認める。との間家的=プ

ノLジョア的ぜい肉は寺ιむきmしの強制によって，郎ちわが国に争けるジンギスカンのモ
y ゴーノ上人がそうであっ?とのと全く同様に，自己の軍事，警察，官後組織によって，支え

ちれているのをわれわれ段見る。人民の希望や理想、と何ら共通のものを有していないとの

よう左国家的及び経済的諸原則と諸形襲をカによ司て導入し緯持してい乙この気ままにし

て暴力的怠権力が，人民c是認を全く欠いているのを，われわれは見る。

3) 人民そのものの中にわれわれは，そむ古い伝統的主主諸原則，即ち土地に対する人民

り これは軍致内の「人員の意志j党の組織の網鎮で3うる。
2) この線項が探提された竿月宮はわからないが，これは拾め「人民の意志J第3号(1880年 1月
1日発行〉に発表され，後単独にも印制され，その際最後の項目〈めが追加された。このため

1程TepaTypaではこの資料を第二部(定書〉ではなし第一部〈定期刊行物〉の「人民の意志j

第 3号のー認として絞めているく.JI廷T円C'l'p.1 G2-6s)。ただし，この部分の台本は「人民の意志J
印部所の印剥による「綱漬j第 3r反 (1881字 8月 15日〉であり，叉註の形で最後の項(めが

附記されている。
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の権利，共同休及び、地方の自治，連邦制度の萌芽，良心と言論の自由が，あらゆる圧迫に

もかかわら宇，窓会生きているのを見る。人民が欲するままに，昌己自身の傾向に従って

生活し身を処する可能性を得さえすれば，とれらの原知は広況に発達し，人民の構神にあ

勺?と全〈新しい方向をわれわれの樫史全件に与えるであろう。

B. 

1) との故に，社会主義者にしてナロード:キとして，われえつれは人民を抑圧している

現存再家のFF迫を人民かち取除くことを以て自己の緊急:の任務とし，権力を人民に移すと

とを目的とする政治的変革を実行すべきものとわれわれは考える。との変革によってわれ

われが達成するであろうととは，第ーに，人民の発達が今や告主的に，それ自身の意志と

傾向に従って行われるであ九号 ζ とであち，第二?と，われオつれと人民に共通の多〈の純粋

に社会主義刊だ原剥が，われわれわロシア許可生活に沿いて承認され支持されるであろう ζ

とであるつ

2) 人民の意志段，自由に普通選挙で選ばれる，選挙民かちむ指示をもたされ売，飴Ij憲

議会によって十分によく表明され，提起されるであろう，とわれわれは考える。勿論 ζ れ

は決して人民の意志の表明の理想的左形慧でなたいが，現在rc:iないて唯一む実現可能左も
わで、あり，この故にわれわれはEにこれを選び取ることを必要と考える。

3) ふくしてわれわれの日的辻，現在の政務から権力を奪いとって，今述べたよう友構

成をもち，わが国のすぺての国家及び社会制度乞点検してその選挙民む指示に従ってこれ

を改泣することを任務とする制憲議会へ，権力を移す乙とである。

Iれわれは，完全に人民む意志に寂し左がち，しかも左希党としては，告己の栴領をも

勺て人民の前に現れることを義務と考える。われわれ辻綱領を変革む時まで宣伝し，選挙

戦の時に勧告し，制憲議会にゴないて擁護ーするであろう。その綱領は次の如きものである c

1) 上に述ぺ?とょう註構成をもち，すべての全国家的問題に3ないて金権を有する恒常的

た人民代表制。

の すべての官職の選挙制， ミーノl.-(l~ 自主許可及び人民の経静的独立によ勺て保証される
広汎危地方自治。

3) 経済土及び行政土。単位としてのミーノLの自主性C

4) 土地の人民への嬉属。

の すべての工場と製造;討を労働者の子に移させる諸処置む制度。
6) 良心，言論，印刷，集会，結社及び選挙戦の完全左宮由。

7) 身分土及び財産ーとの制捜をとも左わたい普通選挙権。

8) 民兵を以て常備軍に代えること O

われわれぼ， この綱領を今後遂行L，この網震にむいてほすべてむ点が抱を除いて単独

では不可能でありて，全持がまと~，フて始めて人民の政治的及び経静的自由とその正しい

発達を保証ずる，と考える。

瓦.

上述の目的点先込んがみ，党の活動は次ιJ諸都内に配列される。

1) 立伝及び煽動活動。

2:伝;士社会改革の手段としての民主主義的左政治的変革の思想、をすべて¢往民層の中に
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普及すること，並び、に党の本来の錦鎮の普及を目的とする。現存枠制の批判，変革と社会

改革の方法の説暁と隠明が宣伝む本質を主主ず。

;扇動は，現存秩序に対する抗議と党C精神に3なげる改革の要求，とくに器Ij憲議会の要求

が，人民と社会の儲からできるだけ広汎に現れることを狙うべきである。抗議の形怒とし

て可能設のは，集会，示威，請願，一定の傾向をもっ売メッセージ，納税拒否左どである。

2) 破壊及び、テロ活動。

政府の最も有害在分子を泣きものにし，党をスパイ組織から守仏政府，行政機関の側

からの暴力と怒意の最も重大たものを罰し，友どするテロ活動ほ，政府の力の魅力をめち

ゃみちちゃにし，政府に対する麗争の可能性を不断に証明し，かくして人民の革命的精神と

事業の成功に対する信頼を高め，そして最後に，闘争に役立ち且慣れ?と勢力を形成すると

とを自白今としている。

3) 穏密結社を組識し，それちを一つの中心むまわりに結合する乙と。

ありと怠らゆる革命的目的をもっ7とふさた秘密結社の組織は，党の数多い機能の遂行の

たbにも，党員C政治的育成のためにも必要で、ある。しかしこれらの小さ友組織は，よ台

講和のとれ?と事業の遂行の7さめに，しかし特に変革の組識に捺して，完全左融合乃至は連

合的同盟の諸原期に立って一つの共通の中心のまわ bに必然的に編成され怠けれぜだち左

1..0 O 

的 行政機関，軍隊，社会及び人民の中で有力在地位ゃっ左がりを獲得する乙と。

党のすぺての機能を上手に遂行するためには，様々左住民層の中での輩盟友地位が最高

度に必要である。変革との関連に3まいて特に重要左のは行政機関と軍誌である。とれに劣

ちす=真剣左注意を党は人民へむけたければ左ち主主い。人民の関t亡者ける党の主要注課題

は，変革に対する人民の協力2こ，純粋に人民的左議員の選出を目的とする変革後の選挙闘

争の成功の可能性とを準備するととである。党は農民層の最もすぐれ究部分の中に意識的

左味方を獲得し怠ければ左らす"最も重要在地点に3ないて最も感受朽:の強い住民の中に大

衆の積極的t:J..協力を準慌し泣けれぽ左ら在¥;>0

5) 変革の組織と遂行。

人民が抑圧されている事実にかんがみ，政府が部分的友銀正によって総件的革命運動を

非常に永らく抑圧し得ているととにかんがみ，党は自分自身に変革そのものの発端を引受

けるべきであって，党iJ~左くても人民がやっていけるように在る持まで待つべきでは怠

い。変革遂行の方法については…・ー…1)

6) 制憲議会召集の際の選挙運動。

変革が主E何在る方法で一一白主的左革命の結果止してあるい辻陰謀の助けをかちて一一

行われるにせよ，党の義務は，制憲議会の即時。召集と，革命叉註陰謀によって創られ売

臨時政府C権力のとの議会への譲渡とを助成するととであるつ選挙戦に当司てな党ほ様々

左グラーグの侯樟者に対してあちゆる方法で?でたかい，全力をあげて純粋にミーノし的友人

々を告しmずべきである。
E. 

執行委員会の行動の指導原理は，個人及び、社会関探の関係によって次のように決定され

る。

1) (漂註〉第 5点のこの部分は発表されない。
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1) 裁としての政府に関して辻，目的が手段を正当化ずる. ~pち目的に導く一切の手段

をわれわれほ許されたものと考えるコ

2) すペての度対会子ば，われわれとの同盟に入らないものも，われわれの援助と支持

を受ける。

3) われわれと致持の調争のタトに立っている信人及び、社会グノLープは中立的左ものと見

註され，その人格と財産は不可侵である。

4) われわれと致府との爵争にないて意識的豆積極的に政府を助ける倍入及び、社会グル

ープば，中立から離れ売も(つとして，縁方と見注される 3

執行委員会 J

資料 VI

党の準備工作1)

党の準嬬工作ば，党の諸目的ぐっ実現に必要注勢力主増大すーることを以てその任務とする O

との諸目的は何よりも先づ，人民の意志が法の唯一色源に主主るよう在国家及び、社会体制

を最も近い将来に創ることに婚するわっとれば最も近t"i日出であり，その達成後iこ始めて，

立伝と:陽動をその主要左手段とする広汎な党活動が可能にたる。

しかし党は，乙の最も近い目的の実認を志向する場合，現存の読治制度を廃棄する必要

に迫られる。党は何よりも先づこのことを盟意し設ければ左らない。現存の統治制度の廃

棄は，勿論，極めて様々左経路で起り得る。例えぽ，老衰し党政誌が，叛乱を待たす=に，

人民r乙対する最も広汎左譲歩に出る決意をするかも知れt:s.ト。とれほi日い秩序の，いわば
f'=J然死であって， とC場合には明かに，党の力は，現在の言十習を捨てて，既に亙接人民大

衆のi告になける活動に向けちれ怠ければ主主らたいであろう。同様に，致持が，完全には降

伏し注い左がらも，ある程度自岳志憲法を与え，党にとっては，行動む自由を利用して自

らをよりよく認識し強化するたあに，叛乱を延期する方が有利に在る，ょう左とともある

かも知れ註いっし古￥しずぺてのとのよう危考患は，現在，この持に沿いて，叛乱む準備を

ずる必要を決して否定しばし友いっというのは第ーに，大小を問ばすて:一切む譲歩;之政府

がそれを強制される場合にのみ，政府θ側号、ら起り得るからであり，第三?と，致府の{開会ミ

らの立口何なる本質的譲歩も在いと¥.:.うことが大川とあり得る〈そして九都通ちは一一泣い

で芸うろう〉から εあるつだが党はこの場合;こもその住務を遂行ずる義務があるつこの故に

党辻正しく叛乱の準備をし泣ければ左ら左い。もしそれが意外にも余計にたるとしたら，

それだけ結需である。その時に(士集積され党カば平和的工作にむけられるであろう。

i提言Lそのものにつhて;土，恐らくや， n-詩情勢そのも fつが陰謀者たちの任務を去しく容易

にずる妻子授を，叛乱。アごめに選ぷととができるであろう。このような好都合だ条件ば人民

り この資料は， fく人民の意吉〉暦」に註付で掲載されたものがそのまま丘町.， CTp. 867-78に
転載されている。二れが作成された竿月日は不明であるが，内容から誰して 1879年末又は 1780

年と考えられる。

2) Cfく人民の意志〉麿」発行者の註〉党の最も近いf壬務のこのせん明は同時に，この組識がわが
ものとした名称(人民の意思〉は本来荷を意味しているのか，とし、う問題に対する解容であるの

いうまでもなく，党員たちは自らを人民の意思の表現者や録持者とは考えていなし二しかし彼等

は，人員の意志がすべての社会的基準の決定者でなけれ:まならないような体制のために留ってい

る。ぞれ故「人民の意古j とし、う表現(土，勿論，この麗争の最も自然で適切な撰語である。
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蜂起，政戦，財政破綻，欧側政男の様々な錯諒などよって創られる。党法諸情勢のとのよ

う主主好都合設併発をどれも機を逸せ宇利用すぺきであるが，その予備工作に際して段，党

註そのすぺての希望をとれに告いては主主ちたい。党ば如何左足る場合にもその任務を遂行す

ぺき義務を有し，それ故最も悪い，最も国難左条件の下でも役割を果せ左いということの

左いように，その準備を進めるぺきである。

乙のよう主主最も不利怠条件が現れるのは正に，党が，人民の運動に参加するのではなく

て，告ら叛乱を始おう怠ければたらす=，しかもその上最初の叛乱を容易にするよう左，異常

な有利主主開発事が全〈左い場合である。そのよう完工事態に対しでもわれわれは準備をもっ

てい怠けれぜまら友い。党は行動の好機を自ら創り，事を始め，最後ま εそれをやりねく
力をもた怠ければ去ら主主い。現政府の大物 10-15人を一時に怠きものにする，巧妙に遂

行されるテロの企露の組織は，政府を局章狼狼させ，政府から行動の統一性を奪い，需時

に人民大衆を鼓舞する， RPち攻撃の好機を創る，であろう。との接関を利用して，予め集

結されていた戦闘力は叛乱を開始し，主要主主政府機関を占領しようと試みる。 ζ のようた

攻撃辻，党がある程度の有力左労働者やその弛む大衆を最初の主謀者たちの救援に動員す

る可能性を確保する左ちr.r，成功裡に移らせるととが容易にできる。成務のために段全く

同様に，変革の最初の報せに接して地方を立主らせるか，せめて中立を守らせるかするに

足るほど重富左状襲を地方に準鎗するととが必要で事る。全く同様に予めヨ{ロッパ諸国

の慎jからの政府に対する援助かち叛乱を守ち怠ければ左ち左い。t:r.ど，左ど。一般に，党

の準犠工作は，異常註有利左条件が一切たくても，郎ち現在ロシアがあるのとほぼ同じ状

態の下でも，党によって始めちれた叛乱の成功に必要完どすべてを遂行し怠けれI~左ち左い c

とのよう左観点かち，われわれの準備工作の主左課題段次のよう主主もむである。

1) 叛乱を始める能力のある中央戦麗組織を創るとと。

2) 叛乱を支持する能力のある地方革命組識を創ること。

3) 叛乱?と対して都市労働者の支持を確保するとと。

4) 軍誌を味方につけるか，叉はその活動をまひさせる可能性を準備すること。

5) 準備工作?と際して力の主左源売るイγテリグンツィアの共感と協力を確保すると

を。

6) ヨーロッパの世論を味方にひきつけること。

a) 中央組織

公然たる党活動を許さ左いわがロシアの条件の下では，中央趨識は党からの選挙による

代表の彦では借ることができす"，秘密結社の形をとるぺきである。とり秘密結社は，その

前?と奉る在警に相fuして，戦関的性格をもっぺきである。

6) 特殊及て玉、地方組織

…地方組織が革命の発端という意味で意義をもち得るのは例外的念場合だけであ

る。大部分の場合その役割は，いうまでも左く，中央で始あられた運動を支持し，政府に

対する救援にその地方をなもむかさ危いととに帰する。しかしとの意味で地方組織の干渉

は闘争の結果全砕を決定す忍。革命の勝利C場合には地方組識の意義はさらに一層高ま

る。それは大衆の精神を鼓舞し左ければ在ちす"，制憲議会への選挙に主?と影響を与え，農
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民層の要求に形を与え，在どし泣ければ怠ら左い。一般に，破壊的役割が主に中央組織に

かかっているのと間程度に，建設的役割i土地方組織にかか q ている。これらすべてにかん

がみ地方グループは予め，

a) 行政機関と軍践に長ける地歩，

6) 農民屠に対する影響を確保し，

的 地方の自由主義者や立憲主義者とできるだけ義密に危 1)， 

1') 物質的手段をたくわえ，

)1;) その地方の実f古によく通じてい設けれtr左らたい。

行政機関と軍畿の中に地歩を得る ζ と段運動の初期に特に重要である。との点での成功

の達成は最も不完全なものずら，著しく事業の助けに去り得る。叛乱の報に装して地方権

力が政狩に対する援跨を企てる時，とれを思惑させるのには多〈を要し左い。知事が，た

とえ数人にしろ，設の下僚の間に動揺をみる持，彼が倒れつつある政府と自己の運命を結

び、つけるととの危険性についての指示を下僚から耳にする時，別の党員?とちが社会，人民

の[自で示或を行う持，将校や特に個々の部局の長売ちC間に二三の不隷従が認めちれる時，

とれ辻既?と，そむ県iJ~今日ば中立を守 1) ，従って昭Eぼ革命家の子に移るのに十升であ

る。乙の場合特に重要注のは軍隊であって，最も進んだ誠・実友人ノ々を党員として獲得し，

残ちのもむの関?と需民的感情を起して，軍諒の中で、精力的に活動するととを要する。先づ

第一?と注意を士宮層にむけ，彼等を通じて兵士に働きかけ怠ければtJ.~左い。農民層につ

いては，大衆との親しい接触が可能友地点を占め，自己の行動によ司て彼等の尊敬を獲得

し，技等を助け，党の役員や有力者の協力に依拠して彼等む利益を守るべきである。大衆

的宣伝法行わ左いが，しかし，農民のろちの優れた央子とは親しくし， L皮等をできるだけ

党の意議的友味方とし，後等;こ党の自的をしらしめ左ければ左ら左い。自由主義者につい

ては，自己む念進主義をかくすとと左(，党の任務が現在のように設定されている場合，

われわれと彼等む利益は政府?と対ずる共持動作を強いている，ととを指揺すぺきである。

B) 都市労働者

その地位か旬いっても，大き左発達程度の点でも革命にとって特に重要主主意義を有して

いる都市労倭人口は，当然党の真実江主主注意をひし最初の攻撃の成功ば完全に労働者と軍

隊の動きに左右される。もし党が予め労覆j者の聞に，叛乱む持t乙工場と製造所を閉鎖し，

大衆を動撰させて街頭に進出させる(初論，叛乱に対する同情的関係を伴って，であるが〉

可能'i墜をもっ上う友つ設がりを確保するたむ(;:f， ζれ辻既に事業む成功を手ば保証するで

あろう。 J他H都市労働者ば，その地位にもとづいて，純粋に人民的危利益の代表者であ
り，叛乱や，臨時政府の詰費や，寵時政府の構成そむものに対する彼等の関係め積極性の

程度によ n て，運動の金持格と人民に対する革命の有益の程度が著し〈左右される。

との放に労働者の聞で， 1) 社会主義思想、(広汎であれぜるるだけよい〉と 2) 人民

の要求実現の第一歩としての政治的変革と民主主義的政府建設の宣伝が熱心に行われ左け

れ誌なムたい。宣伝と並んで、，労働大衆を結びつけ，彼等c間に利益の統一と一致C意識

を発達させるととを目的とする，その超級化が進めちれ怠ければ左ち左い。労動大衆む超

識イむの遂行は，アノLテリ，共同組合，自修サーグノ1-，ストライキかち，純粋に革命的左団
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搾に至るあら捗る地盤の上で可能である。党員ほ進んだ人たち(インテリグンツィアでも

労働者でも同じである〉から後者C種類むサークノしを創り，前者む種類のグノレ{プを創る

ために乙のサークノLのものをすべての工場と製造所にまきちιし，第ーに労働大衆の水準
左たえす巧!とげ，第二に彼等の関かち新しい人物を指定して仲間に加え，第三に変革に堅実

して最も広汎左労動大衆を動揺させる可能性をもつようにし友ければ左ち左い。

r) 軍縁

変革の際の軍議の意義は大きい。軍縁を味方iこすれば人民の按ー助が友くても政府をくつ

がえすととができ，軍践を教にまわしたら人民の支持があっても，恐ちく，何も達成し得

完工い，というととができる。しかし現在の条件下では，兵士の間で、む宣伝ほ，それに多く

の希望を置く乙とができ左いほど菌難である。士官層に働きかける方がはるかに好都合で

ある。彼等段より進み， より自由主主ので， より影響を受けやすい。一方，変革の時には，

拐論，何人も，然るべき指示と提案をその兵士売ちにする人気ある士宮よりうまくは，叛

乱の側rc兵士?とちを引つけるととなでき泣い。最後t仁中縁叉は大践の空気がそのようた
呼びかけを容れ泣いとしても，しかも危な，指空軍官は命令されたととろに兵士たちをつれ

ていかない乙とができ，彼等の射撃を告しとどめ，披等を退却させ，目的むたい転進によ

ってくさらせ，主主どするととができる。こうし売乙とすべてにかんがみ，士宮層は最も注

意深い畿きかけの対象売るべきで怠る。最も優秀左，最も進んで、いて精力的危ものは，意

識的危党員としてとれを引っけ怠ければ主主ち悲し1c 残りの多くむものについては，彼等の

発達水準を引上げ，彼等に人民に対するその責症を説明し，技等め張前で皇室府の意義を損

じ，革命家の目的を説明し怠けれ江t:J.ち左い。党員たる士官ほ二つの主要左目的を追求し

設ければ左ら左い，却ち， 1) 昇進して重要在地位を得るか， 2) 兵士の間で人気を得る

ととにずべての注意をむけるか，である。一

立〉 インテリグγγ ィアと青年層

イYテリグγ ツィアと青年層は特に，すべての誠実左傾向が，味方を得るためには，昌

三のととを知らせさえすれまいいよう友環境を構成しているo ζの中での活動方法にづい

て多〈の註釈は必要で左い。……… ‘ 

e) ヨーロ、y パ

ヨーロッパに関しては，党の政策はロシアの革命に対して諸人民む共感を確保するとと

にむけられ怠ければ主主ら泣い。諸政府は，変りやすい政策と外交的利害をもりていて，多

少左りとも恒久的主主われわれの同盟者である乙とはでき怠い。

資料 VII 

「人民の意志」党労働者党員綱領1)

(1人民の意志」編集部出版)

A. 

諸民族ば，その生活を社会主義む教えに従司て，即ち次むように，建設する時蛤めて，

1) 江区T.，CTp. 878-86 
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最大の幸福と勢力に到達し，人六ば兄弟にたち，自由で平等に足る， ζ とを人類む歴史的

経験並び、に諸民按の生活む研究及び観察は説得的に旦明白に証明している。。土地と労働用具立人民全弥に属すべきであち，そして一切の勤労者はそれを引見す
る権利がある。

2) 作業は単独にでな友く共同で(共同体，ブノLテり，組合によ丹て)行われる今

3) 共同の労働の生産物ば，決定に従勺て，すべての勤労者の問に各人(1-必要に応じて，

分配さるべきである。

4) 国家機構はすべてむ共同手伝の連合於契約 COI08HOti.n;OrOBOp (7)上に基礎づけようるべ

きである。

5) 各共荷抹はその内部事項にないては完全に自主的?として自由であ ~c

6) 共同抹の各成員ほそのf言念と個人生活にさないて完全に自由であり，伎の自由;土，そ

れが同じ叉立外の共同件の砲の成員に対する暴行に変る場合にだけ，制限されるつ

B. 

われわれな，乙わょうた社会及び国家秩序が人民の福祉をf号、証するで6)7)うととを深〈

信じているが，しかし，砲の諸民慢の経験によって，人民の完全在自由と強呂志幸福を一

時に旦最も近い将来に獲得するととができたいととも同様に知っている。われわれ;土政務

や人民の富の浪費者とむ永しへ執掲左闘争一市民権の除々の獲得一←ーに迫ムれている。政

府と，現在気持よく寝〈暮していけるそのすべてめアごいこも宅連は，あまりにも永(，数

世紀もの間，人民を服従させ，告しひしいでむくために全力を尽して来売。彼等は乙のと

とに涯とんど常に成功して来?と。実際，無知な人々はごまこ部分の場合，設等がそむ祖国の市

民であって，帝冠をレ?とだいた詐歌師や他人の労携やポケットをあさ之あもゆる連中に誌

をまかせて会くべきではたい，というととを自覚して台ら宇，叉感じていたい。貧しい飢

え?と人々はあまりにもしばしば強いもの，言めるものの記iに告て)~え，卑下 G，更にだまさ

れ，裏切られ左けれぜたら泣い，それも日々の一片のメγ のために。

との故に王足在の人々は，金持も女泣しも告らす三主人=寄生者も召{吏い z 勤労者も告ら

f，万人が平等に保証され，万人が働き，万人が自由であるよう主主良い正しい秩停の下で

は，調子よく治ちついて生活ずる ζ とができたいであろう c し〉ふし左がち気をむとしては

主主ち左い。現在はそのよう左秩序がわれわれに荷が跨ちすぎるとしても，完全注目白と幸

福では危いにしてもい守、れにせよより大きた自由とその生活の重要左改善を求め左がら，

次第にかかる秩序に近づか左ければ左色註い。よりよき秩序とよりよき生活C下で人々ほ

よち利口に，よち道徳的にたり，結局，自ちが市民たること， RPちその国の全能力主人で

あるととを発見し，更に前進す毛，即ち自己の生活を更によく，更に正しく建設する，で

あろう。との場合われわれ社会主義者=勤労者む希望している社会友て王国家秩序が，人々

にとって.彼等が途ζ迷はや，薪た鎖， も丹とひどい債務奴隷の状態にむち入ら泣いたゐ

C導きの星の役割を果ずに違いたいc

B. 
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こうしたととをすべて考患に入れて，われわれ辻，近い将来にヰないてわれわれば国家体

制と人民生活の中に次のよう左変化を護得するととができる，と認める。

1) ロシアになけるツアーリ権力は人民政治によって代られる，却ち政府ば人民代表

〈代議員)によ 4 て構成される。人民自身が代表を任命し，代え，選挙の際に，彼等が侭を

目ざすべきかを指示し，彼等の活動の説明を要求する。

2) ロシア冨家ば，住民む性格と生活条件によって，列、iに，その内部事項に3ないては自

主的であるが一つの全ロシア連合に結合される升iに分けられる。 1十iの内部事項泣卦l庁によ

q て，全国的事項は連合致蔚によって執行される。

3) ロシア帝国に無理に併合されtct者民族は，乙れから分離するも全ロシア連合にとど
まるも自由である。

4) 共同体(部落，村落，郊外，工場アノしテリ友ど〉段自己の事現を集会で決定しc..

れをそむ選挙制の役職(長老，百人長，書記，管理ー人，車産長，事務係左ど〉を通じて実施

する。

5) 土地はずぺて勤労人員の手に移仏人民の財産とみ左される。

それぞれの州辻土地を共同体叉は個人の用益にゆだねるが，とれ辻自ちその耕作に従事

するものに誤られる。何人も彼等自身が耕作し得る以上む酉讃を受取る権科は主主い。共同

体の必要に応cて土地の再分割が定められる。
6) 工場と製造所は人民の財産とみ注されて，工場と製造所の共再抹の利用にゆだねら

れ，投入ばとの共同体に属する。

7) 人民代表は法律と基準を出して，労働者C 健康と生活に有害で、注いように，工場と

製造所は知得に建てられるぺきかを指示し，男子，女子そむ抱む労離詩閣を定める。

8) 連合政府並び、に1十i庁に代表(代議員〉を選出する権利は，すべての成年がもっ。全

く開設に?べての成年は連合政府と升i庁に選出されるととができる。

の すべてのロシア人ば，どのようた信仰でもとれを保持し叉はとれに改宗する権利
〈宗教の自由)，どのよラ左思想又は主義でもとれを口頭又は文書でひろめる権利(言論及

び出張の邑由)，自分?とちの事柄を審議するために集る権利〈集会の告白)，どのよう左目

的でもこれを追求するために団体(共同体，アノLテリ，連合，組合)をつくる権利，代表

の選挙の際及びあらゆる社会事項に捺して人民に助言を与える権利(選挙運動ゎ自由〉を

有する。

10) 下接及び、上設の学校に%6'ける人民の教育は無料で万人に開放される。

11) 現在の軍談及び一般にすべてつ兵力は地方的実兵へかえられる。すべてむものが兵

佼の義務を負い，仕事や家撲と切離されるとと悲しに軍事を学び，法定の必要の捺?とだけ

召集される。

12) 工場，製造所，農業及び一般に一切の産業及び、教育関探の共同体，アノLテリ，連合

の推持と建設の究めに，ロシア各地に支居をもっ国立ロシア銀行が設立される。

とれが，われわれの意見でほ，近い将来に人民生活の中で実現され得る誇変化である。

全人員一一都市労働者と農民一ーはその全き有詮控を見出してそれを擁護するととを辞し
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庁ハで、あろう，とわれわれは考える。売だ都市労働者1J>'理解すべき;土，主友人民勢力ほ技

等で辻左〈て農民層にあるのであるかt;， 農民層から分離すれぜ，彼等は常に政府，工場

主，グラークから圧迫されるであ人う，というととであるつが，もし披等が次第に農民層

.!:連繋し，農民暑を自己にひきつけ，共同の努力を以て一致して事を在すべきを証明する

在ム;えその時に;土全労働人民ば破砕しが?とき力に在るであろう。

，az~ 
l

f

 

E. 

労識者連合(労働者組識〉が正にお何在る条件の下で、活動し怠ければ友ら友いかは，推

測し難い。しかしその条件がe'のようたものであるにせよ，一較的友基準を絶えすて:考えて

長くととは必要で、ある。

1) 何ものかを獲得する7ために;士，労働者段，政府を攻撃できて，必要とおれば武器を

手にしてそc要求を擁護するととを辞さない力を構成して託けれ司君主ち友い。事態が流血

の関争まで進むか，人民の!鞍が?ぞ売かわや?と譲歩するか:士同とととで，方を準備する必要

があり， との力に芳三芦とかいを交える用意ができていればいる設e'，それだけ速〈撤は売芦て

かわキ?と退くであろう。

2) 時利への希望をもって殺を攻めるととができるのは，労働者組織がその一部として

加わる社会草会党全体だけである。党ば人民グヲ中，社会の中で変革む実現の六めの力を集

め，農民どっ中と都市労働者の間で，軍捗グ〉中とその他の社会屠の中で同盟をつ〈乙。党は

戦詞同盟を守出し，後者が政府所攻撃L，それを混乱さぜ，浩j章狼狽させ，とうしたとと

?とよ司て，すぺての不平好子二一一人民，労横者及び、それに同情的主主すべての人々が一一立

上司て総休的変革を行ろのを容易にする σ

確実左手長乱が一度都市又は村に超っfr:h，党ば自ちの力でとれを支持し，そ♂)rt-lに自己

の要求を持ちとみ，可能性さえあれば也れ地右でも同様左動揺を記させるべきであち，と

れちの動揺を一つの共通の叛乱に統一L，ぞれを全ロシアに拡大すべきである。同時に政
府を混乱させ，その交武の高宮を倒す(高吉であれtfあるほど上い〉ととが必要で、あり，

軍隊を人民の鵠に引っけ，とれを解散ぜしあ，代りに農民，労識者，退役兵士及びすぺて

の誠実左前畏から在る人民軍を置ぐととが必要で、かるつ

事の或功('!ちごめには，大都市を占領して味方の倒に保持するととが極ゐて重要で、あるっ

との目的をも 4て立とっ六人民;士，散を昂~rtj丹、ム追払った後すぐに，その臨時政府を労働

者かt;， 叉ば人民グ〉事業への献身によ 4 て知人れてV'>る人々から，選挙し泣ければ在ら左

い。臨時政府ほ，人民軍に依拠して，都市者三識かム守り，抱の地方ーでの叛乱をあらゆる方

法で功け，叛乱参加者を統一し，指等ずる。労働者ば臨時政務をするどく監視して，人民

の芦さめに活動せしめる。叛乱'iJ>.全国にわ六円てH5f科し，土地，工場及び、製造，ijrが人民の子
に渡り，村，部市及て戸弁iに選挙制何人民統治が確立し，国内に人民軍以外の兵力が存在L

註〈去る時，その時人民はすぐにその代表を制憲議会に送り，後者ば，臨時政府を廃止し

て後，人民の達成したものを確認して全連，合的秩序を確立するコ代表芳三ちば，彼等の選挙

民芳三段等詑与え売主薩在指令に従って行動する。
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7 
1j. 

これが変革持に長ける党活動の一般的プランである。

しかしたがち強の場合もあ b得る。

かりに政府が絵手本的ー撲の恐れから社会に対して左んらか@譲歩をするとと，時ち憲法

を与えるととを決意するとしても，労働者の活動はζCζ とのために衰変.てοコては左ち完危主い。

労喜勘動者ほ自己が力でで、ある乙とを示さたければたちすで~大き完左主譲歩を要求したければば、1左主ιす宇てτ、
自己C代表を議会〈即ち立法議会〉に送りこみ，そして，必要た場合には，との要求を大

衆的左声明と叛乱によって擁護し怠ければ左らたい。人民の意志党は，こ必ようにして致

府を攻撃し，政府との罰争に力を発揮して，古い，不利た秩序が人民の要求に対抗し得な

いととがわかる好機をひたすち待ち受け，成功の完全左希望をもうて変革を実現する。

資料 VIII 

軍=革命組織綱領1)

現在の人民の経済及び政治状態は人聞の尊敷にとヮて最も公正を欠いた屈辱的なもιで

あること，現在の国家砕棋の下では人民生活に訟ける如何主主る基本的改革も考えちれ泣い

こと， との方面での最も素朴主主試みすらも完全左失敗を以て務0，迫害を招くこと，従っ

て，事物の自黙の行程に事態をまかせる左足ちば， とめよう註状態は更に極めて永く続く可

能性がaちり，その上それかちの脱出はいよいよ困難にたることに0 いて社会革命党と完全

に意晃が一致し，更?と， とのよう友事物の秩序はロシアでは専ち粗野主主力(軍隊，官僚及

び、警察〉によって緯持されているとむ人民の意志党む確信を分有し，叉，われわれι{員。か

思ほ，軍隊が政府の主左支註であることを見ているので，われわれそι軍隊の構成員は，

政府c要求に芯じてわれわれがロシアむ詩家体制の中で果して会o，叉将来果す可能性の
ある役割が誠実在人間にふさわしく左いことをかたく信じつつ，ただちに入民の自由むた

めの戦士たちに加わるととを自己の義務と考える。

われわれの欝争により大き左完全さと一貫性をも売すために，われわれは，われわれの

組犠iて入勺たどの成員?とも義務的友，われわれの創った次む知き綱領を採用する。

a) 全般的革命運動に立なける軍組織¢役割

り わが組識ほ，上?とむべたまEく，人民の意志党との連帯を認める。

2) 組犠は政治的及び経静的自家枠制との闘争ヘ¢積極的左参加に同意する。堕ち人民

叛乱の際にはそれへの参加に間意する。

3) 組織の成員は，人民代議制を設けるために，主権の奪取を目的とする専ち軍事的主

叛乱に同意ずる。

6) 組織の諸原員1J

1) 軍組識は，第一?と軍隊内に長ける革命勢力の活動ι統一と規IE，第二に出来るだけ

多数の穫極的活動家及び同盟者の誘引，第三に全ロシアの社会革命党とむ，相互援助及び

支持のアとめの， IEしい結合の確立，という目的をもって起っているc

2) 兵士と将校との公式の会話の時に，叉私的友会話の持にすち，最も入器ちしいやむ

方さえ兵士の中で泣くしてしまう，わが軍捗内で支配的左11]酪tJ.規律は，下毅者の聞でむ

活発主主宣伝の可能性を将校から奪って会与，それ故にオつが組織に入ることができるのは将

1) .I1HT円 CTp.886-91 
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校だけであり，下級者辻，特務曹長を除いて，組織へ加入を許?ととはでき怠い。

B) 軍組識の活動

111 その抱

「人民c意志J 党の草命理論の展開は仁~土再弁割」党との対立・論争に負号ている点

が多いむで，後者による読者の批判の内容を知ることぼ，前者の革命理論を理解する土に

重要で、ある。資料 IXは特にとのために参考資料として顎介ずるもCである。

「人民の意志j党の革命理誌の形成と需展?とは， この党の理論家むつ他， 社会的にも大き

た影響力をもってい?と党外のミハイロブスキーが特に大き左佼害jを果している。 資料 X

は，との点で特に洋日ずべき， r人民の意志J2・3号所載の「一社会主義者の政治IjI'J書翰
ITO.IIITIPIeCRUe mfCI;~ra COU;u.IIIcTaJ o主要部与である。

プレグサγ ドノし二世の暗殺は「人民の意志」党の樫史の上で、最も重要た事件であり， と

れと契機としてとの後党は次第に政治的テロの革命方法完ミ晃後退する方自に進 λで行く

が，そうし?と意味で，資料 XIとして紹介する「執行委員会のアレクサγ ドル三世宛の書

!翰 ITUCI♂ o ITcIIo.:1HuTe.If)Hopo!imIIITeTa I~ A.'IeRCaH瓦p)ァ IIIJは，この事件亘後の党

の考え方を示しているので，特に貴重注資料である。

資料 IX 
18同志への公開状1)2)

公正左茎礎の主に立つ社会の改造は経静的にして社会的た革命をfrt-.す寸こ辻不可能であ

り，政治的クーデターは，決してそしてどとでも，人民l乞経務上及び政治上二の自由を保証

し得たかった，ととを竪史の経験段われわれtに教えている。そι名前主よってつい最近も

在者人が革命を起し?とところわ致治的自由ゎ王里想一一人民ゎ最高権，普通選挙一ーほ今苧

全〈力と魅力を失っ?と。

近代の政治的革命家たちは， 1789年のそれに始まり 1848年のそれに至るまで，プラ γ

スばかりで左〈全ヨーロッパ?と告いて，彼等の政治的理想の革新め力を熱烈に信じ，子{い

社会主とわしてその事壇の主により公1ft:三，伎等の玉里想、の要求によむ適し売薪しい社会を

建てるのにはクーデターで十会で主ちると考えていた。・…… 3)人間の諸権利，人民の最高

権を前景にないて，とれらの人々は，それを除いては全政治活動がシスブォスの仕事長)に

在るととろo，経E斉的1i.現実的諸関係を無視した。

め この公開状は「黒土再分割」党の機関蒜「黒土再分割 lfepHbl註 nepC，'l，C..lIJの創刊号 (1880i手1
丹15日発行〉に発表された。担しこの資料は原支をみることができなかったので， J.-W. Bien-
stock， Histoire du mouvement revolutionaire en Russie， 1 (1790-1894)， 1920， Paris， 

pp.281-86に引用されているものから訳出したっ

2) n日間志J というのは，いうまでもなく，第三:~r土地と白出」党時代に仲間であった「人民の
意事」党員をさしている。

め この資料のく……〉は引用者即ち弘訳のものである。
4) ギザシア神話のシスフォス Sisyphosの話に由来して，無駄な骨折の意。
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永い執揚完工闘争む後， 1848年に立憲思想は全ヨーロッパで勝利し売。との勝利ほ，それ

以来との思想の擁護に献身しているプノL--ジョブジーの勝利でもあった。プノしジョアジーに

とってこの思想は，彼等に離対的危要素即ち王む力又は労働者の力に対する爵争の手段と

して必要で、あった。プノレジョアジ{が人民にとって何?こ左ったかば，あまりによく知ちれ

ている。

われわれば政治的麗争を故意に非難しはしまい。しかし，われわれはそれを人民の崩で

の革命的準橋工作に依存させる。ロシアに関しては，との活動方法の必要性はほとんど数

学的に託摂されているようにわれわれには思われるo ロシアに立ないて政治的クーデグーを

芝むようにして実現しようとあ左?と方な考えているのか。あ左7と方はある培設を頼みとす

るつもり左むか，それともあ主主た方自身の力，党む力を頼みにするつもり友むか。宮廷叉

は軍隊の詮謀を除いては，わが国で現在政治的クーヂグーを実現するための抱の途をわれ

われは見友い。しかしわれわれは，あ在先方が宮廷陰謀という泥仕事で自らの手を汚しば

し注いであろう，と確信している。軍事革命について註，われわれは何回もその重要性に

ついて誇 t，それの帰着するととろが何であり得るかを指示した。この場合ロシア辻例外

売 P得左い。ロマノブ家は「神の恩寵に依るJその権利を爵争注しには放棄し泣いであろ
う。わが留には，ロマノプ家が彼等む助けをかりて反革命を組織し，陰謀を窒息させるの

に十分友反動分子が，あらゆる分野に存在するであろう。その結果がどう怠るかはいうま

でも左い。とのr抱の踏設については，事主主売方自身とれを計算に入れてい泣い。少左くと

も，現在のわが国家についてあ友党方が与えている特徴づけに立なげるあ左売方自身む言葉

を芸にする捜り。貴族， 若いプノレジョブジー， 文筆家， 学者左どは， あ主主党方の考えで

は，たんぞ〉の自主的危力をもって去らす~共通の利益によりて，多小とも本心から，彼等

が結び、づけちれているわが国家の一部を悲しているにすぎ泣い。彼等は，数世紀来彼等が

寂従している政府との闘争でその特権的地位とその富をfd:険にさちすには，あまりに受身

で，あまりに闘争に不l慣れで，あまりに金もうけに日が左い。

残るのは，草命党む主要主主構成要素売る，われわれの青年知識暑と様々な措設に属して

いる個人全部とである。自己岳身と自己の諸原賠を信じている，精力と活力に満ち売，相

対的に数の少いとのグノレープば，政治的クーデグーによって権力を入手する売めに何を左

し得るか。とのグノLープの盟争の唯一の武器は，最近の叛乱でポーラン iごのジョンドじが

事れほど巧みに適用した如き，組織的テロである。しかしとの経験は，革命涙の短刀が自

由にとっても，叉民族的独立にとってさえも，十分に安定した支点では主主いことを証明し

た。会よそテロ組織は偶然にのみ基礎をないている。機会があ主主た方に幸いするとしょう。

政府は，会どされ，混乱させムれて，あI:s.rと方に譲歩を行うことを余儀友くされるであろ
う。それほ議員を召集するととに同意し，それは全国会議 ZemskiSoborを認める，一

言でいえば，憲法を与えるであろう。しかして，とれらすべての，人民にとっての(とい

うのは，目立かにあ左た方辻人民のために働いているので草うるから)結果は何であろうか。

現在あ詮た方が政府立対する藍接の爵争の必要と立憲制度の必要をかくも強く主張してい

るりは，事危?と方が， 1) 経済的旦政治的左諮較としてのブルジョアジーの形成をわが国

認ないてさまたげること， 2) 人民の出に告げるより生産的左活動の売めに途を準講ずる

1) Rz号dNarodowy (人民政府〉は 1863-64年のポーランドの独立運動の時の革命涯の地下政

府。
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ことを望んでいるかムである。 しかし， とのように働くことによ弓て， 今は. あた7と7-5

は，そむ意I'C反して，宿命的に，反対のものを得るとLぺうととを玉里解してほしい 3 わがプ

ノLジョアジーが政治力として辻，た者潜在的註状態にあることは事実である。 Lカ‘し，政

治的には弱くとも，それほ現在で辻←ー←われわれの一般的主経務的困窮が原因で←←ー唯一

C強習志勢力であるc ….....一わがプノLジョアジーは，常に慎重で小心ではあるがLかし，

あ友た方が惹起しようと意図している混乱を利黒ずるすべば心得ているであろろ。必要校

時に段それ辻十会主主精力と設策と能力を発揮し，それを守るために，その諸要求に合法的

形式をまとわせる支筆家，学者，弁士を見出すであλ う。既にわが国の大部分の学者とジ

ャーナリストはプノLジョアジーの利益のたあに畿いている。彼等と共に弁護士，文士，そ

してとりわけ資本家たち一一大小の肉食鳥類一ーは，アレグサγ ドλ二世かブレク叶ンド

ノl三世が，叉はどん左革命政府にせよそれが，憲法のタト観で彼等にたけr与える f菓子Jtこ
実慾にとびかかるで、あろう。との実懇た鮫?とちがとの菓子をむさぼり楽しんで、いる関，あ

左?と方i士離れて2去り，あたた方の怒りも無力であろう o 人更に関しては， fJjる処でそして

常にそうであったように，憲法の擁護に加わり辻しないであんろ。あたた方辻選挙戦を，

農民を代表する議員たちを， 頼りにしているのか。 それ段無駄で、あ与。 そしてその王里出

ば，グーデターが上かち註される時，人民ぼ不意打をくわされ/るであろラからである。

しかしわれわれ辻，政治的自出の反対者たるにほあまりに人間の入轄を尊敬している。

西方に長けると同操わが冨でもまた，政治的自由に対する渇警.はわれわれの発達の結果で

あち，われわれの社会意識の産物であ 0，よく限定され，向台に表明され意識されている

一つの顎念でまちるの人民だとっては政治的自由注，一般に具f本的tr.，自にみえる事実と常

に結びついた自由への本能的た追望である(土地の平等た用益権，どの労働者も公共む問

題の討議に参加できる権利.t3.ど)。 それ故記， 政治的自由の理念は入更にとって期解し

得ざるきちるものであるとの言ば，全く道理に合わたいっそれ註知識人にとってと同様人民

にとっても必要で、ある O 違いi士，との必要が， 人民にとっては， より緊念の， よむ重要

た，経境コ守陸賞の他の必要と結び、ついていることであるつそれ故に，政治的自由が完全に

確立されて敵対的令子による収奪と変形化に対して守主れることを望む革命的社主主義政

党などれも，との必要E，人民の理解する如き経済関係の地盤わ上で闘いの党を人民ぴ吋1

に組織する以外には到達され得ないもので奉るとの必要を，考慮すぺきである。-

人民の簡でのわれわれの役割辻基本的に辻端緒をつくることであるc 残りぼすべて人民

自身，その最もよい代表者たちによって行わるぺきできコる。人民は守、っと以前から耳元にこ

のタイプを創り出している。私がいうめは，どの援問にも入が人民の中に見出し得る反抗

骨子一一それがニキグ・セメコア 1)の如き分離教徒にせよ，あるいはプリャグコ:Z)0引き

器用です=るい;騒動者にせよ一一ーのととである。普通人民大衆は全く一様，一色であると考

えられ，二三の事実によって敢て一般化が行われている。人民む中に生き亡来六ものは，

人員は如何在る多様性を，ただ一つの共同体の中でも，習慣，烹見，智自今写室達程度，積額

r'r守抗議能力に老いて示ずか，を知内ている。大衆のとの多様性が，ナれわれ.C:考えでi士，

革命的活動にも最も好都合左条件である。一

1) 1682年摂致ソフ fアの時にニコンの改革の廃止を策して失致し絞首婦に処寸られた分離教徒の
指導者ニキダ・プストスずャト召民間TaITYCTOCBHTのことかとW.われる勺
2) プザャヂコ (0.耳lIH)I，bKO) 日十ロードニキ運動吏ヒ有名なチギリン 'hlfnl河川事件 (1877)で
電要な役割.tr果した畏民で，シベワァ:二流された。
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資料 X

一社会主義者の政治的書翰1)

第一の書翰

あ左?と方は，近代史を研究して，大革命がヨ{ロッパを自由，平等，博愛の約束の地に

導か左かったとと，立憲体制が，権力をプノレジョジーに委怠て，形式的左政、冶的自由にか

〈れて人民?と対する経済的権力をプルジョアジ{に許与していること，を理解した。ヨー

ロッパ史のとむ毎ましい結果は，お主主売方の関に政治的自由の露出に対する不信を植えつ

け売。ロシアのすべての病いを次々に病んで，それからとの自由君主共和主義的土議の上

で，政治的及び経静的調争の行程を如実に観察しているロシア人たる私は，あ在先方の不

信の真錨を知っている。然!J，あ注先方は亙しい。立憲体制は労働の資本との争いを解決

せすτ，抱入の労犠c横領という，昔からの不正を取!奈くとと友(，反対にその一層の発展

を容易にしている。しかしあ左?と方は，政治的闘争を拒否する時，非常に誤っている。あ

主主た方は，昌己の理念?と一意波頭している生きた人間かち，乾いた理論家へ，実際の経験

全体と矛盾する理論的結論を頭毘に曙記し?と書斎人へ変る。

あ左?と方は:再来になげる立憲体制を，それはブルジョアジーの嫌悪すべきくびきを伴う

であろうという理由で，恐れている。自分の周囲を見廻し主主さい。このくびきな，神の積]

加護?とよる敬愛友，独象的左皇帝C統治という影で，既にロシアに現れている。ロシアの

紋章Cわしに辻二つの頭，こうの食慾左くちばしがある。その一つは，辺境を拡大して寂

従させて長くたあと，専制的権力の礼節を保持するため，王朝的=軍事的=警察的諸君的

をもって，♂シア人民のp母体を引裂いている。あ左た方は，もし政治爵争を拒否する註ら

ぽ，こむ容款の左い，法外主主「鉄のくちばし」をにくむことが十分で悲しそれによって

苦しめられているロシア人民を愛することが十分で註い。実際と現在とがひどいもむであ

る時どと， あ友?と方は玉里論と未来に生きている。しかしあ左?と方は王室論に3ないても誤ってい

る。紋章のわしの強慾左二つりくちばし，とれば貧慾t;.胃の単一左ととによって結ぼれて

いる7小人。

アレクサγfノL二世は憲法を与え泣いであろう。それは役から奪いとることだげができ

る。彼は，ぜムストヴォや文献や裁判になげるほんむちょっとした反対の現れか九も嫉拒

深〈専続的権力む干し節を護ち主主がら，盲人の預固さをもって独裁的君主として死ぬととを

欲している。しかしこれは伎む哲人的2工事務である。国家的注意義に沿いては独裁は，ノし

ーシに沿いては，軍事=警察的現実を除けば，既;こ，す=っと以前から農民c柔和主主心のど乙

かにだけ生きている揮かしい神話にすぎ左い。ロシアは，貧懇悲私人の手による底主主しの

君主人の物入れの結込み作業がはげしく行われているのをかくしている，てんの皮の皇帝の

緋抱でな念われているにすぎ主主い。かつては華麗で奉ったが今でほしみに喰われ売との緋

砲をなぎとってみれば，事左7と方は完全に準備された，活動的主主プノレジョブを発見するで

あろう。彼等辻自主的左致、冶形繋をとって治ちすヘツアーりの緋抱のひだにかくれている

が，これはただ，人見の財産の奪取と人民C労働の護領という昌己の竪史的復命を遂行す

るのにこの方が便利だからである。大会コンスグγ ティ γ に辻，自分c露j業売る盗賊業を

1) 三I豆T吋 CTp.87-92 (第一の書翰)， CTp. 170-175 (第二の書翰〉
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そのかげにかくれてうまくやる究めに，独裁的、ソア{リが必要で、ある。大臣ヴァノLエプ?こ

は，国有賠産をその手の下かち奪虫ずる究めに，独裁的ツアーリが必要である1)。 村のグ

ラーグにほ，貧民吃ちを農奴化ずる究めに，独裁的、ツアーリの放射物売る独裁的註郡警察

署長が必要で、怠る。工場主には，秘かに協約し?と労働者を伺皇室もか担とるために，同様の

放射物吃る独裁的危市警察署長が必要で、あるうヨーロッパのプA ジョアジーにとっては独

裁辻邪奪であり，わがブ;L-ジョァクーにとってはそれは支桂である。ヨーロヲノくでは政治

的自由ほ，既に常国包 括識され7乙 精静的・物質的に強力主第三身分が構成された後

に，宣言され?を。ヨー宮、ァパのとの不幸の中にわれわれに対する教言[1がある。わが国で;士

政治的自色ば，プルジョアジーが独裁的ツアーリとその放射物を必要としだ1λまでに団結

し，自に在る以前に，宣言されたければ左ら主主い。とのよう左露出は近守、きそコつある。

ツアーリの誹抱の保護下に成長しつつおるプノLジョアジーは緋砲をばらばらにす断ずるで

あλ ろ。そしてあ在J六万はその時竪史の毅然売る法廷の前で何を云うわか。政治闘争をさ

げ?とことに上司て，あた六方;土プノLジョアジーの発注を滞らせたか。いや，あたた方はそ

れを助けたのだっ警察署長が独裁的であればあるほど，クラークには強奪がしやすいのだ

芳、ム。

致治語争に対ずる偏見;土ロシアで;土強l....~ J 最も立;まな人達もこの偏見に感染している c

設等の中にほ平和均進歩の人六も平合の人々もいるつ平和的進歩む人々は，農民が自己主

のみとむことをプジョアジーに許され，fs..'".ぽE十与に精神的・物質的に一人前にたる持

始めて，独裁ばその使命を格了させるでおろう，と考えているっとれ(士，もし独裁が在的

掠奪;こ活動を許すことだく，叉合らも人民乙7)出ーや肉を喰うととがたいのた人，理由》つある

判断で、:あ入札人民7)知f;守及び物貰的発注についての独裁の配意ほどこにあるのすっ独事L

がそぐ刀、〉くちばしで、農昆を骨までつ'，.(t'λでいる「九独裁へつ期待ば何のとに支持され

るのか。

~1;:命の人々は人民叛乱に期待を弓‘けている。とれは信念プノ担j記で怠る。君主はこに信念を

も 4 ていだ1...，.10 しかし，信じている人たちの立場に立って，私ば';I5''fをすτねするつ何時人民

叛乱;士起りそう授のか。伝説に上れt'f'無知友人民が註長信仰している，速い，半ば神話的

在、ソ 7 ー 1)が政治体出uの頂点に産している時か，それとも，選挙され売人々，平凡注入?と
ちが，一切の悼君主的左後光左しに，菌を軽治している時合。

ヨーがッパの社会的弱疾の責在;主政治的自出にはだく，在的掠奪制度にある 3 との告u度
ば一空時期まで，政治的自由わ必要とし在1./¥V室、かりでたく，反対に，独裁グコ位階岳Ij的放射

物行中 iて昌己にとってよちよい支持を見~!ずっロシア;士三のよう在状曹にあるつ現在に生

き，主き?と敬と戦いたさ 1，/10 とグラ:敬;士あた六方を容/設し;士L'hいっそれたのに伺のために

あた党方はいつもとの設を容赦しよろとするの芳ぅ

あだ?と方は獄舎や流刑地を恐れ左いつあ友tr:.方ば自らの思想、を恐れているσ ・一一・・・・2)

1) 大公コシスダンティン蕊OHCTaHTIlH(1827-92) 主ニコライ ~t止の二男，兄アレクサ γ 下、、ノレ二

世の治下で政界に大きな勢力を有した勺ずァノレヱフ rr.A. Ba.'lyeB (1814-90)は 1861平から
68年まで内相の地f立にあり， 72年五有材産相となり， 77年から 81年まで内耳議長を勤めた「
なおグロニヤ/レ〈シハイロフスキ戸〉のこの「第一の書翰jが発支された「人民の意志J2号に
は，この書翰のすぐあとに， r誰のf~1jに密!生はあるか Ha 可訪 問 ponenpaBcTBeHHocTbつとし、う，
ゴンダンティシ大公始め当時の皇按や政府高官の汚識と不道徳を設判した詩文が以められている
(.luT.， Cl'p. 93-100) 
2) このくー・…>土日文の色。一九
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しかし在は， r恐れていたJと過去形を恐らく使うべきであったのを言い違えてしまっ
た。本辻， r人民C意志jを受取って，あ左た方にノLソーの祖国からノLYーの名前で熱烈
左挨拶を送るために，ただちにべγ をとった。しかし若うなた方がおくれて本当の途に就い

たことと私のすべての観察とは， r一社会主義者C政治的書翰Jが不用で、は主主いととを私
に薩告させる。政治麗争に反対する嬬見は，寺帯iがー努の誠実主主活動をそとから追放して

いる現在の実際む体験では左くて，将来，理論及び幻想に生きるよラにわれわれを習慣す=

けたロシア史全体によ弓て育て上げちれている。繰り返すが，ロシアの地む塩である最も

立波注人々もこの持気に感染している。あtr.rと方が健療に怠って，政治的縁者び、いきは人
民の設のみを利するととを理解すべき時が来ている，一字、っと前からそむ持が来ている。立

憲体制辻ロシアに3ないて窃ao問題である。乙の明日は社会問題必解決をもたらさ主主いで
草うろう。しかし果してあ友売方は窃呂は手を ζ まねいてい売いめか。果してあ左売方は闘

いに倦き?とのか。本を信ぜよ，もっとも心のあった人民叛乱さえ，それが可能できうるとし

ても，あ主主?と方に高校でやすむことを許さす"，薪左繁張，新君主麗争を要求するで事ろラ。

いつも生き，いつも闘え。 f平和と，人に段善意1)Jは，遠い将来むことである。われわれ

とあ主主た方はそれまで生きのび、泣いで、あろう。将来の麗争のすべての有為転変を予見する

ととはできたい。....

グPロ:ヤノL2) 

ジュネーグ， 1879年 11月 2s (10月 21日)3)

第二の書翰

…‘毛えは政治的殺害に欝ずるロシアの革命家たちとの私の会話，ヨーロッパむ革命家

=社会主義者ならその基礎を理解することすちでき泣い会話をまざまぎと金ぽえている。

怠は冷静に人を殺すことはでき泣いし，詮を如何に殺すべき7J.を弛入に教える権利がある

と考えたととはどん2工場合にもない。しかし，鱈人的左特質からは離れて事態を専ら論理:

的左側面かιみて，慈、はメゼンツェプベグイキγ グ 5)主主どの殺害が如何主主る実際上の意義
を手ぎしているかを知ろうと努めた。窓が得-た様々左提案や説明の中にほとのよラ友もむが

あった。怠に云われたととろでは，ロシア革命誌寺ち社会的性轄を有して~!J ，われbれ

ほ憲法を欲してむちゃ，憲法は人民の上に新主主重需を置くだけでるって，それ故われわれ

は政治関争を避ける。他方殺害ほどこまでも自己防禦む陸格を有する。却ちスパイがわれ

われの邪棄をしている，だかちわれわれは彼等を除〈。メゼンγ ェプ流の連中がわれわれ

を庄迫している，だか九三つれわれば虫には血を以て報いる，という¢であ。た。私設反駁

した。即ち，あた売方は全く言葉で岩び、えてさな0，自分の思想を恐れている。あ友売方の

自己防禦段政治麗争で主主くてイ号泣むか。あf:!rと方は政治麗争を欲せすτ，諸事f，
1) ノレカ伝， 11， 14を参照。

2) (顎註)私は持鶏が来るまで私の名前を公表しないことをあなた方にお頗いする。私は仮名で署

名しているが，この仮名は若干の個人的な想出の故に忍には大切なものであり，そして，恐らく炉

私の三子紙のぐちっiまし、調子にふさわしいものである。

わ かっこの中が露震
4) メゼシヅ z フ Meae豆I~eB は皇帝京属官房第三部〈政治警察足当〉の長官で， 1878年8月413 
の白昼ペチノレフりしグでテロザストのクラフチシスキー〈ステプニャク)KpaB四HCKll註に射殺さ‘

lltこ。
5) ゲイキングl'CHKHHI司ば 1878竿 5月 25Sキヱフでテ1=t1)ストに暗殺された憲兵将校。
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にそれを強いている c しカ 4しいつもそして詰る処でそうだったιsだc この点で;工島左'T.:ぢ

ば奇書史に前例の在い何ものるゐを在しているのでは左い。いつもそして誤る処で人々は，位

与の政治組織が彼等の自由左活動を圧迫したが敢に，政治麗争の舞台に進出したのであ

る。 iちだた方の場合にも，公然?とる闘争む7とめの白出左広場を全く持たたいので手記官め政

治的殺害に走九されているという違いはあるが，全く同ヒことが起っているO し芳、しとの

殺害も樫史と萌しいものぜ;土左〈，その中tこたえι特に社会主義的左ものは左い。これ?土
全〈， ZZ撲も， if守{昌も，邑由主義者も，無雄作に陰謀家もたよるところの政治鋪争ω 殊た
型で主うる。……-ーあ主主売方の殺害はその中に伺ち社会主義的なものを含んでい註い δ これ

は純粋に政治的た闘争の行為でるる。あli1と方;土否lliたしに生の要求に服従しているが，

それで‘も自説を国執し，呂分自身か人かくれ，白守自身Jつ号、想を論玉里的帰結まで導力イτ，

それを体系に変えてい左い。そして完全た一併二系が事たたブゴに対立して立っている。ゲイ

キγ ゲやクロオミトキン1) ぐっ如きつまらぬもわではたく， ロシアの全政治体制が全体として

叉ずぺての稲部にわた勺て事左た方の活動をさまたげている。この致治体制;土戸ジプにむ

いて，あなた方が自己の唯一の散と考えているプノLジョアジー以外のすべνl二のものた，恐

y，しい鉄む大誌のように毘迫している c 乙のプ)L♂ョアジーの頭かちは， ロシアむ独裁め

{員Uli込九の血の仕返し注し誌は，一本の毛も落ち注いであろう， ことは確実である。ツアー

リ心意志で，冨家はき〉なたjjの:教の擁護に， I鏑鍔;の剛毛を輝かしてJ，立上るで去んう。
そしてその場合グイキング，グロポトキγ 立，モスクワのどんた肉屋でも，何時たかとも，

伎等主変えるととができる時;三，何を意味するであろうか。そうでは主主い，グイキーγ がや

グ P ポトキンが殺さるぺきではなくて，独設の玉里念が殺さるぺき左のだわ。 こり頚1念;士，

辛抱強く無知で、，いまだに何かをツアーリから期待している人民の生活から，又むかち根

絶さるぺきである。人民! 果して人民c名に告いてメゼ、ンツェブ，グイキγ グは殺され

たりか。そうでほ丘い， 乙れほあたたっち・の椅人的左事柄，短実!jと連発挙銃の売すけをかり

だ何人的た論争である。人民にとってはとの守-むぺき人々は平ば神話的たツアーりの忠実

た僕にずぎや，彼等かちは人民は直接に辻かつて悪意を感ヒ?とことはたいので、企乙。人民

にわ九る農業問題という言葉で，彼が人民の轍であるととを，患者の勇敢さをもって立言

したでコブ 3) は話がJ.HJで、ji)るε 火打石かち火を打出すよろに百姓の体かち末午¥:~金ぎ:打出す

啓察守署長と，あらゆ乙身近か夜具体的た圧制者と悔辱者辻言きがJjljで、島る。し完ーしそのよ

う在殺害については開いてい左いの 3ろたた方は， 政治関争を欲しないめで， 人民ら7)t=l] tこ

も，抱の如何在る社会層の中?とも支持を求め泣いでいる。あた?と芳江「自己訪繁Jで， ~D 

モ政治闘争にほ追いたいが断片的，ゴド組議会守，非意義的左それで、講足しているつ……...4) 

ほtぎとむように在はわが岡山本命家?とちと守、りとじ前?と誇っ?と (ζ とでは在;士マコプの

例去っけ加え受だけである)う とむ議誌が時現に会そかっ?と力， それともな15何かに役立

て)九々判断す乙ととはしまい。 繰り返すが， 毛主は殺人者で、立たく， 殺人の教唆者でも左

いご私肖身;こ:土政治罷争は全く j主り?と形で表象されZ。宮、は?とだ，型作iぞ連発挙銃iこ手を

1) 1879 S!"'. 2丹9E1 t二暗殺されたヘヲコフの総督クロポトキン )LH. K}lOIIOTKHH公。

2) cr人民の意志j踊集部の註〉われわれは政治的理主につし、ての事者の足解を完全に:tfiTI堺しな
L 、ついずれにそそよ，従の日解について責任はとらない。

3) 1879 年 7 月 16 日内務大臣マコフ'VI部{沼は田章を出して下手流布していた政府による ~γ二土

地分間三の暗号農民が信ずることのないよう警告を発した。

め このく一--〉:土!5jl文の毛の
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出す人々の立場を論理的に発展させ，披等が政治的自由に関する短見のたあに自己の思想

を帰結まで導くととができ左いでいるC を見るだけである。悪くすると，どれかの社会合

子に，あるいはずぺての不平分子にさえ，依存する組織的友政治麗争は，政治的変革を，

f憲法Jをもたらずであろう。とれが， ロシアの革命家の逃れようとする「恐ろしいもの」

であるO

自由主義者たちとむ同盟も亦，もし喜左芦三方が誠実にこの同盟に入札議普友しに彼等

に自己の神重注擦菩「土地と白由Jを明言する左ちtf，恐るぺきもむで、辻左足い。彼等があ

注た方~~，と加わるのであって，あ主主た方が彼等に加わるので段泣いであろう。実際の麗争に

沿いて辻，たとえ縄然的で一時的なもむであっても，同盟。利益を利用し友いのは利口で

ほ友い。そして正直にいえti，私は，多〈の自由主義者ほあ主主た方む感じているより設は

るかにあまた方に近い，と考えている 3 ロシア生活の諸条件の特殊性を明かに理解する左

ムtr，設等ほ更に近く怠るで若うろう。一
グロニヤノL

ジュネーグ， 1879年 12月 9自(11月 27日)

資料 XI

執行委員会のアレクサンドル三世宛の書翰1)

陛下。

現在陛下が感じてなられる痛ましい気分を十分理解し左がらも，執行委員会ほしかし，

以下の説明むためにぼしぱちく待つととを恐ちく要求する自然の患いやりむ感情に屈する

ととを許されているとは考えません。人間の最も正当窓惑J[í~ よりも更に高い或るものがあ

ち杢ず。それば祖習に対する義務であって， との義務l'C対しては市民iほ自己を，白己(J~感

情を，更?と抱の人々の感信ずらを犠牲にするととを強いられています。との絶対の義務に

寂してわれわれば即刻，何ものをも待つこと注しに陛下?と訴える決意をしています。流血

と最も恐るぺき変動を以て将来りわれわれを脅かしている磨史の歩みは，待ってはくれ泣

いJJ、九であります。

エカテリナ運河で演ぜられた流血の非劇2)ば再発事では左く，叉何人にも予期されない.

ことでもありませんでした。過去十年間に起っ売一切のととの後にほ，これは全〈不可避

であり，そしてとり点に，運命によって政府権力の頂点に置かれた人の理解すべき乙との

深いき味が3うちます。乙うした事実を摺ノ々の人物の，あるいは i:徒党Jさえもの，ま干計に

上司て説明するととができるのは，人民の生活を分析する能力の全く危い人だけです。過

去十年間われわれが見ているように，わが国で辻，最も苛酷左迫害にもかかわち宇，先帝

の政府がすぺてを一ーすべてC権設C 自由，利益，産業の利益，そして自らの威厳すらを

一一革命運動の弾圧のために議牲にしたにもかかわち宇，しかも左~J草命運動ほ国の最長

会主ロシアむ最も精力的で、款身的友人々をひきつけて強く成長し，そして既に三年来政

府と必死のパノLチザン戦を展開しています。陛下，先手苦控下<DI!支持が活動力む不足という

1) J[HT.， CTp. 903-08 
2) アレグサシ F'ノレ二世語殺事件のこと。
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ことでば決して非難さるべきでたかった三とを陛下ば梅存知です。わが国では正しし1 もの

と罪3うるものが絞首刑にされ，監獄と遠い県が流*，J者二て、あふれました。いわいる「首謀者j

が何十人も捕えられて絞首需に也ぜむれ，彼等i土殉教者心勇気となちつきを以て死に杢し

たコし号ミし運動は絶えるととた<，とどまること註く成長し強〈左ちまし売。そうです，

陛下，革命淫動{土個々の人物に左志されるよう左ものではありません。それは人民的有機

体力過程であり， と])過程む最も精力的危表現者たちo'jとおうに建てちれ?と絞首台も，救生

主の十字架i二の死が堕落した古代世界を改革的グリスト教の跨科から救いえ左かったよう

に，老実した秩序を救ろには無力友のであります。

勿?命政府ば更に個々万人物を多数逮捕し，絞首刑にするとができます。政簡は個々の革

命グループを多数成虫ずることができ杢ずc 正致宝;府存が芳現2存の草命担緑のろち最も有力左もの

までで、1設波I壊主宮戸-9-るとf仮哀定しまし上う弘つ しカか込しとうしてことずぺても決して事態を変えませんつ

草命家を創つて

でで、毒怠うりま vずF。全人民主消滅させるとと:土できませんσ 弾圧によって人民の不司請を左くする

こともできません。不謁は乙むことから反対に増大します。との敢に，撲滅され7どものむ

代 bに，ますます多数の，更に一層怒りっぽく，更?と一層精力的友新在人物が絶えや人民

む関から昌て来ます。いうまでも泣くとれらの人物は，その先人たちむ既成む経験を有し

ていて，闘争に有利に，組識されています。ですから革命組織は時と共に量的にも質的に

も強北されるはすτです。とれば過去十年間われわれが実際に見ているととろです。 ドノLグ

ーシγ 汲1) チャイコブスキー荻2) 74年の活動家たちわの滅亡はいか怠る利益をもたらし

たでしょうか。彼等の代りにはるかにより果断左ナロード=キが翠れまし売。政府C恐る

ぺき弾圧は次いで、 78-79年のテロリストを登場させました。 致府はコヴァリスキーペ

ドゥプロヴィユ/5〉， オシγ スキー( リゾグープわといった連中を撲滅ーしたが，無駄でし

た。政府ほ数十の革命的サーグノLを破壊したが，無款でした。とれらの不完全な組織か

ら，自然海汰によって，よ担強い形惑が出来上っているだけです。最後に，致荷が現在ま

で処理し得注いでいる執行委員会が現れます。

われわれが生活して来?と十年間を公平に眺める時，政府の政策が変りさえし怠ければ，

運動の今後の歩みを誤り急く予言できます。運動辻必宇や成長し，拡大し，テ程的性務の

事実段ますます尖鋭に〈りかえされます。革命組識は，撲滅されたグノLープの代りに，ま

ずまず完全・童画左形設を進出させるでありまし上うっとの出に不詰たものの総数は毘内

1) }"ノレグ戸シシ(，UO.lIIYillHH，A. B.， 1848-84)を中心に 1872年ペテノレプノレクに生れ，翌年モス

クワにその中心を移したパクーニン主義の羊命サークノレcr人民の中f，-Jの運動はこのサークノレに
よって開始された。
2) チャイコフスキ~ (lIaHlwBc砲丸H.B.， 1850-1926)等によって 1869年ペテノレプノレクで組識

され，他の者i訂討にもサークノレをもった大きなナロ{ド二キの程議。ラグロフ主義者が勢力を占め，
人員に対する唇蒙宣伝を重人じたっ

3) ド/レグ戸シシ援に続いた f人民の中へ」の運動の参加者たちっ
4) コずァザスキーくKOBaJIbC阻註， s. M.， 1850-78)は 70年代に高ロシアで草命運動をした人

物。 1878年逮接されて，軍事裁判で死刑に勉せられたっ

5) ドゥデロず..fY J(YOPOBHHは陸軍少賠っ家宅捜索の襟武器をもって反託したためペト円パグロ

フスキー監獄に投ぜられ， 1879年4月2013軍事裁判で死邦に処せられた。

6) オシンスキーについては31ページの註1を参照。

7) 1)ゾグ{プ〈立狂~30ry6 ， ，U. A.， 1850-79)は「土地と自由J党に属して，草命運動:二資産を献じ
た地主。オシシスキ{の同志。 1878年逮捕され，翌竿死1fIJになったっ

63 



で増大します。政容に対する信頼ば人民c聞で関違い主主くますます抵下し，革命とその可

能性及び、不可避性についてむ思想、はまずまず強くロシアで発達しています。全ロシアむ恐

るべき爆発，流血の量きかえ，発作的ti革命的激動が，との旧秩序破壊の過程を完結させ

るでありましょう。

乙の恐ろしい見込みを呼起し，ひき起すのは拘でありましょうか。そうです，陛下，恐

ろしい，悲しむべき，です。とれを単tc文勾と訟と bに左つてはいけませλ。とれほど多

くの才能，とれ;まどのエネルギーが，違った条件の下で主主らとれら¢力は直接建設的左仕

事に，人員とその潜神，福手止，その市民的共同生活の発達に，支出され得るであろう時

に，破壊的左仕事i亡，流血む注ぐちあい記念いて失われZととが如何に悲しむべき乙とか

は，砲の誰よりもわれわれがよ〈理解しています。では習を血の爵争むとの悲しむべき必黙

性はどこから起るのでしょうか。

陸下，それは，現在わが冨には本当の意味に告ける真C政府が存在してい左い，乙と

から涯のです。 E支持:まそむ本質からいって，専ら人民の志向を表現し，専ら人民の意志

を実現するべきであります。しかるにわが国では一一一こむ表現を告許し下さい一一一政府

ば全く宮中む徒党に退化し，執行委員会よりもはるかに諒奪的徒党の名にふさわしいお

です。

君主の意志は如何左るものであるにせよ，政詩の行動な人民の手目益及び志向と何ら共通

のものをもって立なりません。皇帝の政府段人民を農奴制に従属させ，大衆を貴族の権力忙

委怠ました。現在政府は公然と，投機業者とイ中介業者とい号最も有害左階毅を創っていま

す。政詩むすべての改革はただ，人民がますますひどい奴隷状態i亡告ち入 1)， ますます多

く搾取される，という事態を招来しています。政府はロシアを導いて，人民大衆が翠在で

段完全左極賓と無一物の状態にあわ，岳会の家のかま芝のかたえっちにあっても最も梅辱酌

在監視から自由では在く，吉分たちC ミーノ't.-o，共同体o，事項tCjまいてすら権能をもっ・

てい左い，というまでにしてしまいました。法と政府の保護を利用しているのは掠奪者，

搾取者だけであり，最もけしかちね強奪が罪せられ注いでいます。しかしその代りに，何

と恐ろしい運命が，心から公益を考えている人を待っているととであちましょう。陛下，

流されたじ，追われたちしているのが社会主義者だけではだいととは，監下がよ〈御存知

です。では，とのよう去「秩序Jを維持している政府とは何でありましょうか。それは徒
党では注いでしょうか。完全友さん奪の現れでほ注いでしょうか。

とれとそロシア政府が人民の間に左んらむ鎗理的影響力， tiんらの支持を有していたい

理由であります。これこそロシアがこれほど革命家を生んで、いる理由で~ 1)， 皇帝暗殺の

おき事件さえが注民の大都会の間で喜び、と共惑を呼び起している理由であ bます。そうで

す。陛下，訟ぺっか使いや召使いたちの評判で自分をあざむいては去りません。皇帝暗殺

は，ロシアでは，非常に評判がよいのです。

とC ょうた状室長かち二つの結論が可能です。どんな死刑によ。ても予訪でき左い，全く

不可避的主主革命か，最高権力の人民に対する告発的立呼び、かけかでありますc 祖国のため

に，力の無益友破滋をさげ~売め，常に革命t亡伴う恐るべき災Jßをさげるため，執行委員

会は陛下に第二の途をえらばれることを忠告します。最高権力が主主、意的であるととをやめ

るや否や，それが人民の意識と良必の要求だけを実現するととを堅く決心するや否や，陛

下氏，政府の名誉をきづつけているスパイ左大胆に追出し，警信兵を兵営に遠ぎけ，入畏
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を1;立落させている絞首台を;境くことができるととを信じて下さい。執行委員会ば告らその

活動を停止し，そのまありに認識されている力は散って，同胞c福祉むための文化的友仕

事に自らを捧げるであちましょう。われわれの方が珪下の僕たちよりも嬢りて会り，そし

てわれbれが悲しむべき必要だけカミら使用している暴力に，平和な，思想、のたたかいが代

ちますー。

われわれ;士一切の漏晃をすて，永年の政府の活動が合IJった不信を沿さえて，陛下に詳え

まずっわれわれ;土控下が，人民にあれ;まどの悪をなし，人民をあれほどあざむいた権力の

代表者であることを忘れます。市民にして誠実主人間としての陛下に訴えます。{毘人的危

漬怒の惑情が堂下ο中で，その責壬患と真実を知る希望を治すととの丘いように希望しま

す。 i賞怒はわれわれにもあじ得まず。監下ば父上を失われました。われわれは父iまか担で

左く，更に兄弟を，妻を，子供を，長き友を失いました。しかしわれわれは，ロシアの福

間ーがそれを要求するならば，関人的主主感情を左くする用意が主うちます。国とととを陛下か

らも期待します。

われわれは監下に条件をつけほいたしませんつわれわれの提案をして，陛下にショッグ

を与えさせては走りません。平和友工作が革命運動にとって代るのに必要急諸条f牛はわれ

われによってではなく，歴史によって創られます。われわれほ条件をつけるのでは左く，

それに注意を促すだけなのですっ

その条件というのは，われわれの意見では，二つあります。

め これまでのすべての政治犯罪に対する大赦。乙れは犯罪ではたくて市畏的義務の遂

行だったのだかちです。

2) 国家及び、社会生活の現存諸形態乞点検し，それらを人民の希望に応じてつくりかえ

るため， ロシア人員全体力〉ら代表をき召集するとと。

しかし左がらわれわれ辻，人員代表による最高権力の公認は選挙が完全に自由に行われ

る時にだけ達成され得る，ということに注意を促す乙とを必要と考えます。この故に，選

挙ば次のよう 2工事慈の下で行わるべきであむます。

1) 代議士ばずぺての措毅及び、身分から無差別に，そして人口数に応じて送ちれるの

2) 選挙人にも代議士にも如何怠る制隈も存在すぺきでは左い。

3) 選挙戦と選挙そのものは完全に自由に行わるべきであり，それ敢に政府は，人民議

会の決定の時まで，臨時の措置として，

a) 完全左出版の自由

の完全た言論の自由

B) 完全在集会の閏由

の 完全左選挙絹鎮の自由
を許すぺきである。

これが， ロシアを正常た，そして平和友発達の途にもどす准ーの方法でありますっわれ

われの党としては，上述の条件を守って選ばれた人民議会C決定には無条件に寂L.人民

議会の承認し?と政府に対してはいかたる暴力的反対行動も今後はあえてする乙とのたいこ

とを，われわれば註国と全世界の百誌で会ごそかに完言します。

か〈て，陛下よ，御決定下さい。陛下の誌には二つの途があります。 j'ii択は陛下にまカ込

されています。われわれとして;主，陛下の理性と良J亡、が， ロシアの謡(:f[:と陛下白身の尊厳
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及び

とし7主5ι一でで、きませλ。

執行委員会

1881年 3月 108 

解説

「人民の意志J党の革命理論詰，ナロ -p=キの運動のテロリズムむ段婚に告げるもの

であ t，従って政治的テロ方式の理論的基礎づけという側面をもっている。しかしこの基

礎づけは，政治的テロ=暗殺そむものの弁護という消極的た形で註現れて会らすτ，よ b積

極的に，政治的テロを有力左手段とする政治革命の経済革命に対する覆先の主張という形

で展開されている。西ヨーロッパのプノレジョア革命の経験に学んだグルツェン以来のロシ

アの革命家たちが長夜1勺に有していた政治均自由に対ずる不信，経務=社会革命を政治革

命に覆先させ左けれぜならないという「鋪見J一ーとれとむ麗いが「人民の意志j党の理
論家?とちの主左仕事であった。そして叉との点に「人民の意志j党の革命理論む最大の意

義があった。しかし正にとの点で「人員の意志j党の苧命理論は，これまでのナロ -pニ

キの革命理論からある翠度逸説した，多分に非ナロードニキ的主傭酉をも有していた。

しかし主主がらこれは決して偶然で段設い。 I人民の意志J党による政治革命優先の主張

の背後に捻ナロードエキ的左革命方式であった 73-74年の「人民C中へjの運動C失致

の経験に由来する， r潜在的友革命家Jとしての人民=農民に対する幻滅が大きく尾を引い
ているからである。即ち「人民の意志J党C政治苧命優先C主張と政治的テロの革命方式
は，ナロード〈人民〉の革命的イ=シアティグをも早信頼できなくなったナロードニキの

主張であち，実践であった，というととができるh 軍=草命組識綱領(資料 VIII)で党

り これを端的に示す資料として「人民の意志J党4号所載の「ナロードニキ・グループの宣言
3制 BJIelIIIerpymm lIapO，ll;HlIltoBJ (.lhIT.， CTp. 293-94)をつけ加えておく。{この場合「ナロード
ニキJとは「人民の中へ」の運動に直接参加した狭義のナローずニキのことである)
「われわれが最初に意識的=革命的な大衆組織を創ることを自らの目的とし，この組識の力とイ

ニシアティずによって人民叛乱が起されるであろう，としたところの，人民の開での数年の活動

の後，われわれは弐のような結論に到達した。

り このような大衆程織は現在は多くの理由から達成し得ない。
2) 人民の間に総体的草命運動を起すためには，政治的変草の如き，又は経済的及び一切の偶

然治原国〈全ロシア的凱霞，段戦など〉の一定の結合の如き，強力な外的利我が必要である。

3) 

昨年の二つの分波への党の分裂を人民解放の事業に極めて有害と認めつつも，われわれは同時

に共のことを認める。。r人民の意志J常の革命的事業の立て方は正ししそして革命的活動のすべての分野を毎含
している。

2) 農村大衆の間での事業遂行の方法においてわれわれは「人民の意志J党と完全に一致し，
そして

3) テロの事実は，現在の政治的諸条件の結果不可避であって，識者を鼓拝し，人民的意識の

寸ん明を助ける。叛乱の時期に組織的に行われるテロの事実辻薮乱の成功を最高震に助ける。

これらすべてにかんがみ，叉同じく活動の桔互の調和のために，われわれは「人民の意志j党

への参加おそ定したことを声明する。
聖A テノレザノレグ， 1880年 11月日目。

!京文ではグループ。員の署名がこれにつづγている。」

66 

可 5'革 開語組曲陪湖 ぜ 1J



員と党活動の範囲が将校団に誤ちれているわも，一般的;三辻ナロードニキに共通のプチプ

ノ'L(j守革命思想に本来吟txもむというふうに考え t，れるが，具体的に立兵士=農民=人民に
対するとの党の根本的な立場に由来してい忍ものといえよう。

それから叉， 1人民の意志」党の非ナロードコキ的関面を示す注日すべき点として， 労

働者と軍隊に対ずるか左ち大き主主期待がが7259れる。 i人民の烹志j党は執行委員三栴

領j (7 }'1むに了労働者党員綱領Jと「軍ニ革命組織絹領j1i:有しているが， r農民綱領一又は
それに相当するものぼ脊していたい。叉「人民の意志J党は特に労器者党員のために，
，ー人民の烹志」にど大ぐ重要左機関誌として←労協者薪開J を出しているらこのととは1(~命

=叛乱を起すべき地点と Lて大都市，特rこ首府(レニングラー l、，モスクワ)が考えられ

ている事実と照応して会1)， そとに， ifっ宇か数年のへだたちしかたいのに人民む中

へjむ段陸のナロードニキの革命方式及び思想とテロリズム段階の「人民の意志J党のそ
れとの間に犬き左変化の生じたことがわかるのである。

しかし「人民の意志」党の革命思想、のこのよう念特色を強諒するととと，その中にポリ

シェヴイズムの思想的源流をこ見るととと辻5.liJのことで泣ければ左ち左いであろう。人畏の

平命的イニシアティヴに対ずる「人民の意志J党の不信ば，人民の一切の潜在的能力.素

質に対する不定では決してたし人民c意志j党の理論家:だちも，人民が潜在白ちにもっ

ている政治的能力，三うるいは潜在的た人民古今原玉里む正しさに対する確信はもちつづけてい

る。ヅプ~ 1)の政府とそれに依誕しているブ勺Lジョブジ一心政治的・経済的圧迫のため，

この潜在的な能力の発揮される条件が現在は欠けているにすぎたいむであ勺て， 了人民の

立志」党が政治的テロを発端とし，軍隊と労働者の協力に上って得ちれる首狩にむける叛

乱の成功によって， との抑圧者と寄生者を入貝むためにーたびはねむけてやりさえずれ

ば，その後:土人民自身が，そむ潜在的危豆しい人民的清涼理に従って，経済平合の課題

をも含めて万事をうまく処理するであろう，という人民の港在的主主政治能力と人民間原理ー

のEしさに対する楽観的左信頼が， r人民の意志」党の宅合理論にほ， 一方;にこ，2?bデ
している。「人見の君、志j党がこの名称 (1人民の意志J)を以て自主〉の党名としているの

も，波等が人民の意志の件現者を以て任とているかちでほ芯〈て，人民む立志の実現.さる

ぺき条件を室1jるととを以て自ちの任務としているかムであるへ そしてとの点では f人民

の意志J党の人民観はナロー Fニキの伝統をそのまま受けついでいるもむといわたければ

左ちfzい。

しかし，同諜むことな，乙の党のロシア国家観についてもいうととができる。人民の

意志j党のロシア国家観は，あらゆる階設から超越した実体としてのロシア国家という観

念左中心とするもので£る。ヨーロッパ(7)[:語家についてはそれがブルジョブ同家であるこ

とを認めてコつも， ロシア国家についてはー拐の陪較的基礎が否定されvこいで， こちつ点では

ナロード=キの伝統的左ロシア国家観かち一歩も出るものでな左いc し完込し農奴解放後二

十年近くを経たロシアIこないてプノL2/ョアジーの或立とその大き丘力ば， 1人民の:立志j
党にとってもも早否定することのできたい事実であった合 「人民の意志」党の亭会琵論¢

，-tiとわれわれば容易に，ブリジョブジーの急速左進出に対ずる恐れと出しみを読みとると

とができる。 r人民の意志j党む玉里論家たちは， ロシアのプ;L2/ョアジ{がロシア国家む

産物で、急るととを執掲?と強調しをが17)毛，とのプルジョブクーは現在のままで成長を許さ

1) 47 A ージの註2妄突。
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れる在九ば，念速に成長して自弁を産んでくれたロシア国家?に支障己者としてとって代り，

そり後にはロ yア人民の解放の事業ば現在よちも詰るかに困難に在るとし，とのことを理

由にプルジョアジーがえt;;f3"ロシア国家に依存している間にこの国家を簡さ泣ければ注ら泣

い，と主張している。そしてこれが，何よりも先づ現在の独裁的左γアーリ政府の国家権

力を倒さなければ左ちts-¥.，.という，経費=社会革命に対する政治革命の優位の主張の大き

左摂拠にたっているのであるが，そとには，問時に，窃かに，プノ.1-2/ョアジーの予想外に

念致左成長に対ずる恐怖から来る一種のあせりが認ゐられる。 とのあせちが「人民の意

志!，兎のテロワズムと無関誌で、左いことはいうまでも註い。

しかし現在の冨家権力を傍した後の革命の建設過程への展望にないては， r人民の意志J
党む理論家たちほ甚だ楽天的で、ある。とむ楽天的左展望は，一方で、ば，上に述べ売人民的

原理と人民の潜在的政治能力に対する授とんど全面的危信頼にもと宇いてなり他方では

議会制度に対する，とれば叉楽天的友告頼にもとす=いている。 r人民の章、志j党の王重論家
たちは，憲法制定議会の成立までむ時期については，議会む民主的な構成とその自由左選

挙に関して神経質と怠われるほど配患を示しているが，それ以後の見透しZついてはあま

ち熱意を示して公らす"万事を制憲議会の決定にゆだねて安心しきっている，かのように

思われる。嚢業・工業の諸芳野に公ける共同体(ミーノし・アノLテリ〉を墓礎にした地方自

治と連邦制が蒋来のロシア国家のあるぺき姿と考えられているが，乙のナロード=キの正

読的主主理想国家像も， r人民の意志j党の理論家たちにとっては，潜在的友人民的原理が
援にその実現を保証しているものであって，制憲議会成立後に会ける党の格別の活動をそ

の実現のた占うに必要とするものではない。

とむ人民的原理と人民の政治的能力に対する信頼の上に立って， r人民の章、志」党の理
論家?とちは，党の任務を原貝目的には破壊の仕事に誤つてなり，ある場合には，新しい社会

の建設過程に3ないて党が人民に対する指導性を発揮するとを，むしろ慎むべきとととさえ

考えている。との点で「人民の意志j党はジャコパン的傾向むトカチョブ友どとは考え方

を異にしている。新しは社会の設計と建設をも古い国家権力に代った革命権力の仕事と見

たしたトカヂョブとは違って， r人民む意志」党はとれを制憲議会の仕事とみ去している
かムである。t!Pち缶百憲議会C成立と共に党む任務は移るのである。

ところで、しかし，新しい社会の建設がとのようにして革命党によってでほ怠く，人民に

よ，って，具搾的には，民主的構成をもち，自由左選挙で選出される，人民の昔、志の正しい代

弁者たる部憲議会によって実現さるべきであ t，そしてとのよう左制憲議会む決定は全面

的に信頼できるものであるとする芯らは¥革命党にとって最大の百標設とむよう左議会を

実現することであり，従ってとれがどりょう左経路によって実現されるかは，王室論的には，

二次的注意義しかもた怠いことに怠る。 これ立革命党の政治的テロに姶まる叛乱の結果

として実現されることもあれば，叉，目下のととろその可能註は少主主いが，自然発生的玄

人民蜂起による革命の結果としても，あるい段更に，その可能性ほ吉すます少いにせよ，

現在の政府の全面的危譲歩によっても， 実性可能である。 とにもかくにも， 自由友選挙

による，民主的在構成をもった制憲議会が成立すれぽよいのである。一一一「人民の意志j

免の革命理論の底にほ，明かに，とういった意味で、の議会主義がひそんでいた，というこ

とができるへ ととろで，との議会主義とそば，アレクサンドノL二世暗殺事件後の「人民

む意志」党にみられる革命的ナロードニチェストグォかち自由主義ナロードニチェストず
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すへの「送イむを理論面にjないて藻介したものである，と考えられる。ミハイロスキ{の

f一社会主義者の書翰J(資料 X)と了款行委員会のアレグサンドノt三世宛の書翰J(資料
XI)は，それぞれ違った意味にないてでほあるが，とうした点でも特に興味深いものであ

る。しかしとの「退化」の局面とむ関連にまで問題をひろげるととは，との解説の課題を

越える恐れがあるので，ととではとの点についての問題の所在の示唆に止めて者〈。

特 この点で興味深いのは.r人民の意志J6 弓の巻頭にのった，米国大統領夫r~ フィーノレド J.A.

Garfield暗殺事件に撰する，執行委員会の声明である 3 これ:主，時期的には「人誌の意志j党が

実践の面でも政治的テロ J守式を反省、し始めた時期のものであるが，テロ 1Jズムに対する党の原則

的な立場と議会政治t=対する信棋を物語っている。なお， 二の暗殺事汗は 1881年 6月 20日

〔西洋暦で7丹2日〉に起η，大統領は9月7日(198) 二死亡している。

「執行委員会は，大統百ジヱイムズ・アプラム・ jf~ /1/ブ i~ノレドの死去についてアメ 1J カ同

氏:二深い哀悼の意を去すると共に，ギトーの企吟の如き暴力行為:二社して口シアの革命家の名に

おb、て自己の民議を声明することを義務と考える。錨人の自由が誠実な思想謁争に可能性を与え

ており，自由な人民の意志が法律;王かりでなく，統治者の人物をも決定しているような患にむし、

ては，政治的殺害は，菌争の子段としては，ロシアにおいてわれわれがそれをなくする二と号u
的としている同じ:宇都主義の精神の現れであるつ個人の寺市j主義と党の専制主義はひとしくとが

めちれるべきであり，暴力は，それが暴力にむけられる時にどけ，是認されるつ

執行委員会， 1881年9月1080 

〔間'.JQ 本稿は当スラヴ研ヲL室:iL交付され，jと文部省、の科学研究費によるもわであるJ
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The Theory of Revolution of the Party “People' s Will" 

-Sources and Comments-

Shigeto Toめ'ama

Some important materials giving information upon the theory of revolution of the 

party “People's Will" in its early period (from its organization in 1879 to the assassina-

tion of Alexander II in 1881) have been classified here according to their contents. 

translated into Japanese and furnished with brief commentary. 

The items are as fol1ows: 

I. The Basic Principles of the Party. 

1.“COJJ;HむlllCThl豆 npaBHTeJIbCTBO"(“亘apO.lJ:HaHBOJIHヘT.1)， 
2. “3a.lJ:a可亙 rrapTHH"(“Hapo又HaJIBOJIH"， T. 2)， 

3. “思exaT但 bHaHpOJIb HapO，l(HhlX !racc B pesOJIIiln;IlIl" (“韮apOJJ;HaJIBOJISIヘT.4)， 
4. “IIOJIHT豆司eCKaHpeBOJIBJ耳HHH 3lWHOMI何 eCK酒量 Borrpoc"(“ HapO，ll，Han BOJISI "， T. 5.). 

II. The Platform of the Party. 

5. “IIporpaMMa HCrrOJIH亙TeJIbHOroKO亘書HTeTa"， 

6. “ I互Io慌瓦ro司可刀OTO伺B亙叡Te.回z品b姐H鴎&総去 p拘a6おOT弛arra昭PτT略司宮E磁涯ピ"

7工. “ 耳porpa盟E彊f鵡apa60可直x喧むJIeHOBrrapTll亙 H.日.B"勺， 

8. “豆porpaMMaBoeHHO-peBOJIIOJJ;rroH豆OI主OpraRlI3aJJ;UIγ'

III. MiscelIanea. 

9. “Open Letter to Former Comrades" (“lIepn団長 rrpe，JJ:eJI"， T. 1)， 

10. H. E. MHXaD:JIOBC悶え“ITOJIHTH"qec腿 errHCbMa COJJ;Ha.lJ:HCTa" (“ Hapo，JJ:naJI BO .. 'fJI "， TT. 2-3)， 

11. “ITHCbMO HCrrOJIHHTeJIbHOrO蕊OMHTeTaK AJIeKCaH瓦pyIII ". 

The above articles have been translated in whole or in part. The text has been taken 

from B. Bazilevskii， “JI墜TepaT"JγparrapnIlI Hapo瓦豆0員 BOJIH" (Paris， 1905)， except No. 9， which 

is the re-translation of a French version. 
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